
　10月7日が直七の日となりました。
そのことを祝して、直七の産地である橋
上町京法にて記念行事が行われ、直七原
木の初もぎなどが行われました。
　直七は10月頃からが収穫の最盛期と
なり、旬を迎えます。料理に添えてみて
はいかがでしょうか。

今月の主な内容
●文教センターだより

●議会だより

●ねんきんコーナー

 
・・・8～10

・・・・・・・・・11～20

・・・・・・・・22

人のうごき
（23．10．1 現在）

世帯数�10,252� 0
人　口�22,767� 9
 （男）� 10,648� －3
 （女）� 12,119� 12

9 月 中 の
異動状況

出生�15
死亡�21
転入�50
転出�35

前月比

広報すくも 11
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②

成
人
式
の
ご
案
内

　
平
成

２４
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

期
　
日

　
平
成

２４
年
１
月
８
日

（日）

受
　
付

　
１２
時

３０
分
〜

１３
時

２０
分

式
　
典

　
１３
時

３０
分
〜

記
念
撮
影

　
１４
時
〜

交
流
会

　
１５
時
〜

１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

該
当
者

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
宿
毛
市
に
住
民
票
の
あ

る
方
も
し
く
は
父
母
（
保
護
者
）

の
住
所
が
宿
毛
市
に
あ
る
方
。

申
込
方
法

・
平
成

２３
年

１１
月

１６
日
現
在
、
宿

毛
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
に
は
、

往
復
は
が
き
で
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

・
宿
毛
市
に
住
民
票
の
な
い
方
は
、

電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

メ
ー
ル
記
載
内
容

本
人
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生

年
月
日
・
現
住
所
・
電
話
番
号

及
び
保
護
者
の
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
住
所
・
電
話
番
号

※
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
さ
れ
た
方

に
は
、
確
認
の
メ
ー
ル
を
お
送

り
し
ま
す
。

申
込
締
切

　
１２
月

１６
日

（金）

　
成
人
式
で
の
交
流
会
を
企
画
実

行
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

（
新
成
人
に
限
り
ま
す
。）

　
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
（
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
内
）

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

　
薨
６
３
―

２
６
１
８

　
✉gakusyuu@

city.sukum
o.kochi.jp

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た

　　
１０
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
野
　
通
孝
　
　

氏
（
再
任
）

　
山
本
　
美
津
子
　

氏
（
新
任
）

　　
人
権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
、
各

職
場
、
地
域
社
会
の
中
で
「
こ
れ

は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
悩
ん
で
い
る
方
た
ち
の
相
談
相

手
で
す
。
法
務
局
と
の
連
携
の
も
と
、

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
高
知
地
方
法
務
局
四
万

十
支
局
（
四
万
十
市
右
山
五
月
町

３
―

１
２
・
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１

６
０
０
・
平
日
８
時

３０
分
〜

１７
時
）

で
は
、
い
つ
で
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

女
性
へ
の
暴
力
は
人
権
侵
害

で
す

　
１１
月

１２
日

（土）
〜

２５
日

（金）
は
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

の
実
施
期
間
で
す
。（

１１
月

２５
日

は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国

際
日
」
。）

　
暴
力
は
、
い
か
な
る
場
合
も
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
万
が
一
、
あ
な
た
が
配

偶
者
な
ど
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い

る
と
き
に
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
に
、

女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
相
談
す
る
こ
と
で
問
題
解
決
の

第
１
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
電
話

　
蕁
０
８
８
―

８
３
３
―

０
７
８
３

　
平
日
・・
９
時
〜

２２
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・・
９

時
〜

２０
時
　

※
年
末
年
始
は
休
み
ま
す
。

※
身
の
危
険
を
感
じ
る
等
の
緊
急

の
場
合
に
は
、
１
１
０
番
通
報
・

宿
毛
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性

の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
以
下

の
と
お
り
電
話
相
談
の
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
土
・
日
曜
日
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
日

は
時
間
を
延
長
し
、

１９
時
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

実
施
期
間

　
１１
月

１４
日

（月）
〜

２０
日

（日）

時
　
間

　
８
時

３０
分
〜

１９
時

※
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

１０
時
〜

１７
時
ま
で
。

電
話
番
号

　
蕁
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

接
続
で
き
ま
せ
ん
。

取
扱
内
容

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離

婚
問
題
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と

な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
蕁
０
８
８
―

８
２
２
―

３
５
０
３

情

報

コ

ー

ナ

ー

11月

霜  月
November
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今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
１１
月

１５
日

（火）
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

　
小
筑
紫
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
松
岡
陽
一
　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治
　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
総
務
係
　

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
、

１０
月

２６
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
１０
月

２６
日
以
降
分
と
し
て
労
働

者
に
支
払
う
金
額
は
、
１
時
間
６

４
５
円
以
上
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
労
働
局
賃
金
室

　
蕁
０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
２
４

　
四
万
十
労
働
基
準
監
督
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

３
１
４
８

秋
の
宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
美
し
く
す
る
」
取
り
組
み
と

し
て
、
本
年
２
回
目
と
な
る
市
民

総
参
加
の
清
掃
活
動
を
市
内
各
地

で
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
実
施
内
容
等
は
各
地
区
で
異
な

り
ま
す
の
で
、
地
区
回
覧
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
日

　
１１
月

１３
日

（日）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は

１１

月
２０
日

（日）
へ
延
期
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

「
漁
港
・
海
岸
清
掃
活
動
」
協

力
の
お
願
い

　
「
海
に
生
き
る
部
会
」
は
、
無
農

薬
農
法
や
廃
油
の
活
用
な
ど
を
進

め
、
農
林
漁
業
を
中
心
に
環
境
保

全
型
の
地
域
振
興
を
目
指
す
市
民

団
体
「
す
く
も
夢
い
っ
ぱ
い
会
」

の
一
部
会
と
し
て
平
成

１６
年
に
発

足
し
ま
し
た
。
海
に
感
謝
す
る
意

味
か
ら
、
定
期
的
に
漁
港
内
お
よ

び
海
岸
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
台
風
の
影
響
も
あ
り
、

海
岸
に
は
様
々
な
も
の
が
打
ち
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
宿
毛
の
き
れ

い
な
海
や
海
岸
を
守
る
た
め
、
左

記
日
程
に
て
清
掃
活
動
を
行
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

１３
日

（日）

 
８
時
集
合
〜

１０
時
解
散
（
予
定
）

　
※
小
雨
決
行
・
雨
天
中
止

場
　
所

咸
陽
島
公
園
、
宿
毛
市
野
球
場

（
駐
車
場
）、
新
港
（
公
園
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
海
に
生
き
る
部
会
事
務
局

　
中
平
富
宏

　
蕁
６
５
―

８
３
２
５

 
す
く
も
湾
漁
業
協
同
組
合

 
河
原
宜
人

　
蕁
６
２
―

１
１
３
１

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
　

糖
尿
病
予
防
教
室
の
開
催
に

つ
い
て

　
糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
な
ら
、
見
え
な
い
敵
と
ど

う
向
き
合
い
ま
す
か
。

　
こ
の
機
会
に
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
　
時

　
１１
月

１５
日

（火）

　
開
場
　

１８
時

３０
分

　
開
始
　

１９
時

場
　
所

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師

　
広
島
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

　
森
山
美
知
子
教
授

参
加
費

　
無
　
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
保
険
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

募 集 科 応 募 資 格 訓練
期間

募集
定員

木 造
建築科

中学校卒業者
（平成２４年３月
卒業見込み含
む）で２９歳以下

２年 １０名

左官・タイル
施工科

中学校卒業者
（平成２４年３月
卒業見込み含
む）で３５歳以下

２年 １０名

平成24年度高知県立中村
高等技術学校訓練生募集

（推薦入試Ｂ）中学校卒業見込みの者

願書受付：平成２４年１月５日（木）
　　　　　～１月２０日（金）
試 験 日：平成２４年１月３０日（月）
試験科目：作文・面接
合格発表：平成２４年２月６日（月）

（一般入試）上記応募資格のある者

願書受付：平成２４年１月３１日（火）
　　　　　～２月２４日（金）
試 験 日：平成２４年３月５日（月）
試験科目：数学・面接
合格発表：平成２４年３月８日（木）

【問い合わせ先】
　高知県立中村高等技術学校
　蕁０８８０－３７－２７２３
　HP http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305/



④

試 験 日

受付期間

手 当

概　　要

将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化され
た装備品を駆使・運用するとともに、国際社会におい
ても自信を持って対応できる自衛官となる者を養成す
るために、中学校卒業者等を対象に採用する制度です。

教育及び
身　分

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

１次試験　平成２４年１月１４日（土）

１１月１日（火）
　　　　　～平成２４年１月６日（金）

生 徒 手 当
期 末 手 当

月額 　９４，９００円
年２回（６月・１２月）

高等学校の普通科と同等の教育を受け、身分は特別職
国家公務員（生徒）です。

衣 食 住
全員が駐屯地で生活し、宿泊は無料で、食事・被服類・
寝具については、支給又は貸与

休日休暇 週休２日制、祝日、年末年始夏季休暇、年次休暇

応募資格
平成２４年４月１日現在１５歳以上１７歳未満の男子で、
中学校卒業者（見込みを含む。）

【問い合わせ先】自衛隊四万十地域事務所　蕁０８８０―３５―３０９６

寄
贈
の
お
礼

　
㈱
伊
与
田
組
よ
り
、
本
市
へ
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
後
、
宿
毛
市
立
武
道
館
に
設

置
し
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

宿
毛
市
立
墓
地
公
園
使
用
希

望
者
募
集

　
宿
毛
市
立
墓
地
公
園
（
和
田
）

に
お
い
て
、
不
要
等
の
理
由
に
よ

り
市
に
返
還
さ
れ
た
２
区
画
に
つ

い
て
、
使
用
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
区
画
の
詳
細
や
手
続
き
方
法
に

つ
い
て
は
、
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

　
１１
月
１
日

（火）
〜

１１
月

３０
日

（水）

墓
地
詳
細

・
区
画
面
積

７
・
５
㎡
（
間
口
２
・
５
ｍ
×
奥
行

３
・
０
ｍ
）

・
永
代
使
用
料

　
５
０
０
、０
０
０
円

・
永
代
管
理
料

　
２
０
、６
０
０
円

・
使
用
期
間

　
許
可
を
受
け
た
後
永
代

・
対
象
者

宿
毛
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
す
る
方
。
ま
た
は
、
市
内
に
既

に
祖
先
の
墳
墓
を
有
す
る
方
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

所
在
地

　
西
町
４
丁
目
２
番
２
０
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
、４
帖
半
）

構
　
造

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て

　
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
）

契
約
方
式
　
定
期
借
家
方
式
　
　

家
　
　
賃
　
３
０
、０
０
０
円

共
益
費
　
　
２
、０
０
０
円

駐
車
場
　
　
１
、０
０
０
円

　
（
１
世
帯
に
１
台
の
み
）

敷
　
　
金
　
９
０
、０
０
０
円

　
（
家
賃
×
３
カ
月
）

募
集
戸
数
　
９
室

　
（
全
室
リ
フ
ォ
ー
ム
済
み
）

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
場
所

建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・
東
部

支
所

受
付
期
間

　
随
時
受
付

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
西
町
団
地
（
西
町
１
丁
目
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
１１
月
９
日

（水）
〜

１１
月

２５
日

（金）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・
東
部

支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
１１
月

２２
日

（火）
〜

１１
月

２５
日

（金）

　
（
祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
県
営
住
宅
宿
毛
団
地
（
平
田
町

戸
内
）
　

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

※
申
込
方
法
や
入
居
申
込
資
格
等
、

詳
し
く
は
「
募
集
案
内
書
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
案
内
書
・
申
込
書
配
布
期
間

１１
月
１
日

（火）
〜

１１
月

１４
日

（月）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

募
集
案
内
書
・
申
込
書
配
布
場
所

建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・
東
部

支
所

申
込
書
受
付
期
間

１１
月
８
日

（火）
〜

１１
月

１４
日

（月）
の

８
時

３０
分
〜

１７
時

１５
分
（

１２
時

〜
１３
時
休
憩
）（
土
・
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、

１１
月
８
日

（火）

〜
１１
月

１４
日

（月）
の
郵
便
局
の
消

印
が
あ
る
も
の
の
み
有
効
。

【
申
込
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
住
宅
供
給
公
社

（
〒
７
８
０
―

０
８
３
２
高
知
市

九
反
田
４
番
１
０
―

４
０
１
号

ト
ッ
プ
ワ
ン
四
国
４
階
）

　
蕁
０
８
８
―

８
８
３
―

０
３
４
４
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第
１６
回
蛍
湖
ま
つ
り
〜
せ
ま

り
く
る
南
海
地
震
に
備
え
て

〜『
親
子
で
学
ぼ
う
！
防
災
の

い
ろ
い
ろ
！
』

日
　
時

　
１１
月

１３
日

（日）

　
１０
時
〜

１５
時

場
　
所

　
中
筋
川
ダ
ム

内
　
容

防
災
講
座
（
大
年
高
知
大
学
教

授
）、
防
災
漫
談
（
松
尾
防
災
エ

キ
ス
パ
ー
ト
）、
自
衛
隊
災
害
救

援
車
両
展
示
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
体
験
、
ヨ

ー
ガ
体
験
（
マ
キ
ノ
カ
オ
リ
・
牧

野
由
佳
）、
ド
ラ
夢
く
ん
（
象
よ

り
大
き
い
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
）、

う
ま
い
も
の
市
、
も
ち
・
お
菓

子
投
げ
、
ダ
ム
見
学
会
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
で
防
災
グ
ッ
ズ
を

も
ら
お
う
！

※
平
田
駅
及
び
ダ
ム
駐
車
場
（
梅

ノ
木
公
園
）
と
会
場
の
間
を
無

料
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、

１１
月
上
旬

の
新
聞
折
込
広
告
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

蛍
湖
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
中
筋
川
総
合
開
発
工
事
事

務
所
内
）
　

　
蕁
６
６
―

２
５
０
１

第
４０
回
難
病
医
療
・
福
祉
相

談
会

　
難
病
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
医

療
や
福
祉
、
就
労
の
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
見
え
な
い
・
見
え
に

く
い
方
向
け
の
生
活
便
利
グ
ッ
ズ

（
ル
ミ
エ
ー
ル
サ
ロ
ン
）
の
展
示
も

あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時

　
１１
月

２０
日

（日）

　
受
　
付
　

１２
時

３０
分
〜

１４
時

　
相
談
会
　

１３
時
〜

１６
時

場
　
　
所

四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

３
）

参
加
費
　
無
　
料

申
込
期
限
　

１１
月

１４
日

（月）

主
　
　
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
知
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会

共
　
　
催
　
高
知
県

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所

　
健
康
障
害
課

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

５
１
２
４

橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ

「
演
奏
会
2
0
1
1
」

　　
橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成
や
社
会
貢
献

を
目
的
に
和
太
鼓
の
演
奏
活
動
に

取
り
組
み
、
今
年
で
発
足

１１
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
橋
上
町

内
の
小
中
学
生
、
高
校
生
の

２０
名

が
毎
週
木
曜
日
と
土
曜
日
の
練
習

に
励
ん
で
お
り
、
市
民
祭
宿
毛
ま

つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
活

動
の
成
果
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
披
露
し
よ
う
と
、
演
奏
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
演
目
は
、
和

太
鼓
創
作
曲
や
橋
上
の
花
採
り
踊

り
や
エ
イ
サ
ー
踊
り
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

１２
演
目
を
演

奏
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

２７
日

（日）

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル

主
催
団
体

　
橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ

入
場
料
　
５
０
０
円

後
　
援

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

　
高
知
新
聞
社

　
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
田
章
雄

　
蕁
６
３
―

５
７
３
８
（
夜
間
）

災
害
時
語
学
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
開
催

　
南
海
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
時
に
、
外
国
人
の
た
め

に
通
訳
や
翻
訳
等
を
す
る
語
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
に

開
催
さ
れ
る
講
座
で
す
。
受
講
費

用
は
無
料
で
す
。

日
　
時

　
１２
月

１１
日

（日）

　
１３
時

３０
分
〜

１６
時

３０
分

会
　
場

四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
２
階

研
修
室
（
四
万
十
市
右
山
五
月

町
８
―

２
２
）

定
　
員

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
タ

ガ
ロ
グ
語
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
　
合
計

３０
名

対
　
象

１８
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で
、

指
定
８
言
語
の
う
ち
い
ず
れ
か

の
言
語
と
日
本
語
が
日
常
会
話

程
度
以
上
話
せ
、
文
章
作
成
能

力
が
あ
る
こ
と
。
国
籍
不
問
。

内
　
容

在
住
外
国
人
の
状
況
、
災
害
時

語
学
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
た
め

の
基
礎
知
識
　
等

※
語
学
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
受
講
終
了
後
、
受
講
修
了
者
は

当
協
会
に
「
災
害
時
語
学
サ
ポ

ー
タ
ー
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、

当
協
会
や
そ
の
他
の
団
体
が
実

施
す
る
外
国
籍
住
民
向
け
の
南

海
地
震
対
策
事
業
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法
・
期
限

１１
月

３０
日

（水）
ま
で
に
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
公
財
）
高
知
県
国
際
交
流
協
会

　
蕁
０
８
８
―

８
７
５
―

０
０
２
２

〜
守
る
の
は
　
気
づ
い
た
あ
な

た
の
　
そ
の
勇
気
〜

　
１１
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
を
見
か
け
た
方
や
、
出

産
や
育
児
に
関
す
る
事
で
の
ご
相

談
は
、
市
役
所
窓
口
も
し
く
は
児

童
相
談
所
に
連
絡
・
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

　
宿
毛
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
蕁
６
３
―

１
１
４
７

　
高
知
県
幡
多
児
童
相
談
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
７
―

３
１
５
９
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ご冥福をお祈りします

片島

中央1丁目

秋月　敏

山本　久

63�

96

お誕生おめでとう
（平成23年9月受付分） （平成23年9月受付分）

坂ノ下

小筑紫町大海

高砂

押ノ川

中央8丁目

藻津

山闢　璃子

杉浦　太治

宮本　彩羽

岩村龍ノ助

澤田　果凛

小嶋　望心

爵寿

伴昭

慎吾

研治

良介

壮

住　所 氏　名 享 年 住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家

族
等
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

り こやまさき

たいちすぎうら

いろはみやもと

りゅうのすけいわむら

かりんさわだ

のぞみおじま

市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
2
0
1
1

結
果
報
告

　
今
年
も
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り

２
０
１
１
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
９

市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
2
0
1
1

景
品
付
き
協
賛
券
当
選
番
号

の
発
表

第
３６
回
幡
多
地
区
畜
産
総
合

共
進
会

　
幡
多
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
優

秀
な
家
畜
（
乳
用
牛
・
肉
用
牛
）

約
５０
頭
が
集
合
し
、
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
催
し
も
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月

１２
日

（土）

　
１０
時
〜

１５
時

３０
分

場
　
所

　
パ
ル
ス
宿
毛

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

技
能
五
輪
全
国
大
会
出
場
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
高
知
県
立
宿
毛
工
業
高
等
学
校

卒
業
生
の
早
川
幸
宏
さ
ん
（
宿
毛

市
出
身
）
が
、

１２
月

１６
日

（金）
か
ら

静
岡
県
で
行
わ
れ
る
、
第

４９
回
技

能
五
輪
全
国
大
会
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
施
工
職
種
に
出
場
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

学
校
法
人
栄
光
学
園
認
定
こ

ど
も
園
「
宿
毛
幼
稚
園
・
聖
ヶ

丘
保
育
園
」

平
成
２４
年
度
　
園
児
募
集

　募
集
人
員
　

　
５
歳
児
…

１０
名
　
４
歳
児
…

１４
名

　
３
歳
児
…

２０
名
　
２
歳
児
…

１２
名

　
１
歳
児
・
０
歳
児
…
若
干
名

　
（
生
後
６
カ
月
〜
）
　

出
願
方
法

１１
月

１０
日

（木）
よ
り
、
宿
毛
幼
稚

園
事
務
室
に
て
願
書
を
配
布
し

ま
す
。

受
付
期
間

・
１１
月

１６
日

（水）
〜

　
平
成

２４
年
１
月

１３
日

（金）

※
平
成

２４
年
１
月

２３
日

（月）
以
降
は

随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

面
接
日

　
平
成

２４
年
１
月

２１
日

（土）

　
９
時

３０
分
〜

※
面
接
は
願
書
受
付
順
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

体
験
入
園
・
園
概
要
説
明

　
１１
月

１６
日

（水）
　

　
９
時

３０
分
〜

１１
時

３０
分

※
体
験
入
園
に
参
加
希
望
の
方
は
、

１１
月

１１
日

（金）
ま
で
に
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
　

　
宿
毛
幼
稚
園

　
蕁
６
３
―

２
９
１
４

　
当
選
番
号
は
協
賛
券
裏
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
、
宿
毛
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

宿
毛
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
宿
毛

商
工
会
議
所
ま
た
は
、http://w

w
w

.
sukum

o-print.co.jp/m
obile/m

atsuri/

で
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
協
賛
券
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
商
工
会
議
所

　
蕁
６
３
―

３
１
２
３

犯
罪
被
害
給
付
制
度
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　
犯
罪
被
害
給
付
制
度
と
は
、
殺
人
、

傷
害
等
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご
遺
族
や
、

怪
我
を
し
て
入
院
を
し
た
り
、
精

神
疾
患
を
発
症
し
た
方
、
体
に
障

害
が
残
っ
た
方
に
対
し
て
給
付
金

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
精
神

的
・
経
済
的
打
撃
の
緩
和
を
図
る

制
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
警
察
署

　
蕁
６
３
―

０
１
１
０

高
知
県
警
察
本
部
企
画
課
被
害

者
支
援
室

　
蕁
０
８
８
―

８
７
１
―

３
１
１
０

こんぴら男スタート風景舞踊パレード表彰式

こ
ん
ぴ
ら
男
　
田
中
　
智
也
さ
ん

最
優
秀
　
宿
毛
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
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知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス

　
「
健
康
な
体
で
、
豊
か
な
心
を
持

ち
、
確
か
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
、

正
し
い
判
断
が
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
」
が
教
育
の
目
標
で
あ
る
こ

と
は
誰
も
異
論
が
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
目
標
に
向
か
っ

て
取
り
組
む
方
法
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
価
値
観
が
違
う

よ
う
に
千
差
万
別
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
取

り
組
む
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な

共
通
項
を
い
っ
ぱ
い
集
め
る
努
力

を
し
な
が
ら
の
活
動
に
な
り
ま
す
。

　
学
校
の
方
針
に
家
庭
が
合
わ
せ

て
つ
い
て
き
て
く
れ
た
時
代
と
は

随
分
違
い
、
教
師
が
保
護
者
や
地
域

か
ら
の
要
望
や
苦
情
の
対
応
に
対

し
て
多
く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
割
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

教
職
員
の
資
質
向
上

　
国
に
お
い
て
は
、
教
職
員
の
資

質
向
上
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

教
員
の
免
許
の
更
新
制
と
免
許
取

得
の
見
直
し
の
検
討
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
免
許
取
得
に
つ
い
て
は

現
行
の
形
か
ら
さ
ら
に
大
学
で
２

年
程
度
の
研
修
期
間
を
延
長
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
教
師
と
し
て
幅
広

い
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
学
者
を
育
成
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
よ
り
も
、
子
ど
も
の

生
活
の
中
で
生
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
象
に
対
応
で
き
る
力
を
育
成
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
が
も
っ
と
必

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の

先
生
は
相
対
的
に
い
っ
て
、
以
前

の
先
生
よ
り
も
知
識
量
は
豊
富
だ

と
思
い
ま
す
。
持
っ
て
い
る
知
識

を
い
か
に
活
用
す
る
か
が
大
切
な

の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
書
類
の
処

理
に
パ
ソ
コ
ン
と
格
闘
す
る
こ
と

に
多
く
の
時
間
を
費
や
さ
れ
、
先

輩
か
ら
じ
っ
く
り
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
り
、
学
校
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
対
し
て
仲
間

同
士
で
組
織
体
と
し
て
対
応
し
た

り
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
孤
立
無

援
で
心
を
痛
め
て
い
る
教
師
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
に
つ
い
て

　
県
下
的
に
全
国
学
力
状
況
調
査

の
結
果
を
受
け
て
、
今
の
状
況
を

少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
授
業
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
が
何
よ
り
も

必
要
不
可
欠
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
く
、
分
か
る
授
業
を
ど
の

よ
う
に
展
開
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
地
元
の
公
立
の
学
校
で
す

の
で
、
学
習
能
力
や
意
欲
等
が
一

律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
に
よ

っ
て
は
じ
っ
と
椅
子
に
座
っ
て
授

業
を
受
け
る
な
ど
、
小
学
校
低
学

年
で
定
着
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

指
導
内
容
を
高
学
年
や
中
学
校
に

な
っ
て
も
徹
底
で
き
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
大
変
で
す
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
子
ど
も
の
進
路
の
選
択

肢
を
狭
め
る
様
な
学
力
低
下
が
続

く
よ
う
で
は
困
り
ま
す
。
学
習
規

律
の
徹
底
と
分
か
る
授
業
の
取
り

組
み
を
平
行
し
て
推
進
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
　

　
人
間
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

分
か
れ
ば
誰
だ
っ
て
楽
し
い
は
ず

で
す
。
学
問
の
本
質
は
知
に
対
す

る
興
味
の
心
を
い
か
に
育
て
る
か

だ
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
な
ど

は
し
つ
け
教
育
は
家
庭
の
問
題
だ

と
割
り
切
っ
て
い
ま
す
の
で
、
全

米
で
１
番
授
業
改
善
に
取
り
組
ん

だ
先
生
つ
ま
り
、
授
業
の
上
手
な

先
生
が
選
出
さ
れ
、
大
統
領
か
ら

表
彰
を
受
け
、
賞
金
を
受
け
た
り

す
る
そ
う
で
す
。
本
来
、
し
つ
け

は
家
庭
、
学
校
は
知
識
を
伝
達
す

る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
り
ま
す
。

知
る
こ
と
は
楽
し
い

　
昭
和

３５
年
９
月
、
ア
メ
リ
カ
で

大
統
領
選
挙
の
演
説
会
が
あ
り
、

ケ
ネ
デ
ィ
氏
が
す
ば
ら
し
い
演
説

を
行
い
、
そ
れ
が
勢
い
と
な
っ
て

ニ
ク
ソ
ン
氏
を
負
か
し
ま
し
た
。

　
私
は
当
時
小
学
校
６
年
生
で
、

担
任
は
橋
上
の
宮
部
と
い
う
先
生

で
し
た
。
授
業
中
「
誰
か
、
今
の

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
を
知
っ
て
い

る
人
は
居
る
か
」
と
先
生
が
尋
ね

ま
し
た
。
私
と
女
子
児
童
の
２
人

の
手
が
挙
が
り
ま
し
た
。
彼
女
は

優
秀
で
、
き
れ
い
な
人
で
し
た
。

先
生
は
私
に
恥
を
か
か
せ
ま
い
と

し
て
勉
強
の
得
意
な
女
子
児
童
を

先
に
指
名
し
ま
し
た
。
彼
女
が
「
ジ

ョ
ン
ソ
ン
」
と
答
え
、
い
よ
い
よ

私
に
指
名
の
番
が
来
て
、「
け
ね
で

ー
で
す
」
と
答
え
る
と
、先
生
は
「
偉

い
！
」
と
大
き
な
声
で
褒
め
て
く

れ
ま
し
た
。
人
に
褒
め
ら
れ
た
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
人
間
で
あ
っ

た
の
で
、
今
で
も
そ
の
場
面
を
脳

が
容
易
に
作
り
出
せ
ま
す
。
た
い

し
た
点
も
取
っ
て
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、「
社
会
に
関
心
が
あ

る
」
と
い
う
欄
に
２
重
丸
が
あ
り
、

評
価
は
「
５
」
で
し
た
。
勉
強
は

得
意
で
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
社
会

科
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　　
事
務
所
に
野
山
の
草
花
に
詳
し

い
方
が
い
て
、
最
近
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
万
葉
集
の
中
で
秋
の
七
草
を

取
り
上
げ
て
い
る
山
上
憶
良
の
作

品
が
あ
り
ま
す
。
歌
を
知
り
、
野

の
花
の
名
前
と
い
わ
れ
を
知
っ
た

後
散
歩
道
で
尾
花
（
す
す
き
）
や
藤

袴
の
花
に
出
く
わ
す
と
、
親
近
感

が
沸
き
、
一
層
愛
お
し
い
気
持
ち

に
な
り
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。

　先日、バレーボール元日本代表の綱嶋久
子（旧姓 向井）さんをお迎えして、松田川
小学校で実施しました。
　５・６年生が講話や実技指導を受け、夢
や目的を持つことの大切さやスポーツの楽
しさを実感し、大変刺激を受けていました。

【問い合わせ先】
　学校教育課　蕁６３－１１０２

スポーツ選手活用体力向上事業実施

宿
毛
の

　
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
岡
松
　
泰



⑧

チ
ケ
ッ
ト
販
売

生
涯
学
習
課
（
宿
毛
文
教
セ
ン

タ
ー
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

　
金
子
和
孝
（
文
化
協
会
会
長
）

　
蕁
６
３
―

５
１
０
６

ア
ラ
ス
カ
・
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ

　
ア
ラ
ス
カ
原
野
で
オ
ー
ロ
ラ
な

ど
の
撮
影
を
し
て
い
る
、
松
山
市

在
住
の
写
真
家
・
松
本
紀
生
さ
ん

に
よ
る
、
映
画
館
さ
な
が
ら
の
ス

ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、『
ア
ラ

ス
カ
・
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
』
を
開
催

し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
１６
日
（水）

　
開
場
　
１８
時
３０
分

　
開
演
　
１９
時

場
　
所
　

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル

　
１３
時
３０
分
〜
１７
時

　
※
雨
天
中
止

集
　
合
　

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
入
り
口

担
当
講
師
　
宿
毛
歴
史
館
職
員

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
殺
虫

消
毒
日
の
お
知
ら
せ

　
１１
月
２８
日
（月）
は
、
宿
毛
文
教
セ

ン
タ
ー
全
館
（
公
民
館
・
図
書
館
・

歴
史
館
・
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
・

生
涯
学
習
課
）
が
ゴ
キ
ブ
リ
等
を

対
象
と
し
た
殺
虫
消
毒
を
行
う
た

め
入
館
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
当
日
は
職
員
（
管
理
人
も
含
む
）

も
不
在
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

入
場
料

　
１
、０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
が
、

整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券

は
生
涯
学
習
課
で
発
行
し
て
い

ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売

生
涯
学
習
課
（
宿
毛
文
教
セ
ン

タ
ー
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

第
２
回
　
宿
毛
の
歴
史
講
座

散
策
「
宿
毛
総
曲
輪
を
歩
く
」

　
連
続
歴
史
講
座
の
第
２
回
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
土
佐
藩
奉
行
、
野

中
兼
山
の
指
揮
で
構
築
さ
れ
た
宿

毛
総
曲
輪
を
た
ど
っ
て
、
河
戸
堰

か
ら
歩
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１０
㎞
程
度
の
、
平
地
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
す
。

　
曲
輪
と
は
土
手
の
こ
と
で
、
今
も

一
部
が
残
る
こ
の
曲
輪
が
、
当
時

宿
毛
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
事
前
申
込
み
、
参
加
料
は
不
要

で
す
。
毎
月
１
回
連
続
５
回
の
講

座
で
す
が
、
途
中
か
ら
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
１８
日
（金）
　
　

宿
毛
に
伝
わ
る
秘
蔵
の
逸
品
　

４

　
竹
内
綱
は
、
幕
末
か
ら
明
治
大

正
に
か
け
て
活
躍
し
た
宿
毛
出
身

の
人
物
で
、
吉
田
茂
の
実
父
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
業
家
・

政
治
家
と
し
て
新
し
い
日
本
づ
く

り
に
尽
力
し
、
工
業
発
展
の
た
め

に
長
男
明
太
郎
と
現
在
の
高
知
工

業
高
等
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
綱
の
喜
寿
を
祝
う
東
京

麻
布
の
邸
宅
で
の
集
合
写
真
の
よ

う
で
、
縁
者
に
よ
り
数
種
が
宿
毛

に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
か
く
し
ゃ
く
と
し
た
綱
と
、
盟

友
板
垣
退
助
の
姿
が
中
央
に
並
ん

で
写
っ
て
い
ま
す
。

※
普
段
閲
覧
で
き
な
い
宿
毛
の
歴

史
資
料
を
紹
介
、
掲
載
の
月
末

ま
で
歴
史
館
に
て
公
開
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

第
３９
回
宿
毛
市
芸
術
祭

　
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月
１３
日
（日）

　
開
場
　
１２
時

　
開
演
　
１２
時
３０
分

場
　
所
　

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料

　
５
０
０
円

そ
う
く
る
わ

現
在
に
姿
を
残
す
総
曲
輪

【問い合わせ先】
　宿毛歴史館
　蕁６３―５４９６

（当館蔵  縦20袍 横30袍）

竹
内
綱
麻
布
邸
の
祝
賀
会
写
真

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

問い合わせ先

入 館  不 可

消 毒 中
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日
　
　
本
　
　
画

作

品

名

氏
　
　
名

洋
　
　
　
　
　
画

作

品

名

氏
　
　
名

書
　
　
　
　
　
道

作

品

名

氏
　
　
名

写
　
　
　
　
　
真

作

品

名

氏
　
　
名

工
　
　
　
　
　
芸

作

品

名

氏
　
　
名

第
４７
回
　

宿
毛
市
美
術
展
覧
会
部
門
別
受
賞
者
名
簿

特

選

特

選

特

選

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

新
人
賞

浜
ひ
る
が
お

愛

猫

Ⅱ

大

華

大

輪

榕

樹

ほ
と
と
ぎ
す

所
谷
　
照
子

東
　
　
孝
子

熊
岡
実
恵
子

頼
田
　
和
子

福
島
　
美
和

在
り
し
日
の
母

ひ

と

と

き

憂

偲

龍
馬
の
ふ
る
さ
と

慈
愛
｜
２
０
１
１
｜

犬

と

私

山
本
　
修
市

森
岡
久
美
子

二
神
　
興
亜

溝
渕
　
泰
史

渡
邊
　
英
幸

浅
野
　
裕
子

夏

山

に

絶
句
（
杜
甫
）

般

若

心

經

蔵

開

春

晩

晴

江

上

臨
・
九
成
宮
醴
泉
銘

く
さ
の
い
ほ
に

や
万
の
者
迩
…

臨
・
開
通
褒
斜
道
刻
石

助
村
　
明
美

武
山
　
順
子

松
金
八
重
子

福
島
眞
理
子

村
島
　
る
み

嶋
　
布
滋
子

山
口
さ
お
り

松
沢
佐
登
美

増
田
　
裕
恵

根
口
　
真
希

四
万
十
川
朝
景

生

き

る

絆

森

の

妖

精

春

う

ら

ら

取

っ

た

あ

水

浴

び

せ

仙
酔
峡
の
朝

春

の

詩

清

涼

野
口
　
　
務

西
尾
　
昌
高

畑
山
　
安
正

宮
野
　
智
典

川
田
　
吉
治

河

野

　

晃

宮

崎

　

格

澤
田
　
雛
子

金
村
　
廣
子

田
村
　
　
仁

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

鉄
釉
吹
掛
葉
紋
壷

錆
青
磁
器
釉
花
器
飛
蝶

花

器

柿

の

実

鳴
海
織
部
釉
花
器

寺
田
　
幸
光

竹

村

　

章

下
元
か
お
る

柴
岡
　
和
恵

宮
本
　
明
子

小
松
　
政
香

無
鑑
査

特
別
賞

　
今
回
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・

写
真
・
工
芸
の
５
部
門
に
１
４
８

名
、
１
８
０
点
の
出
品
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
員
に
よ
り
、
今

回
か
ら
新
た
に
設
け
た
、
無
鑑
査

作
品
の
中
か
ら
選
出
し
た
無
鑑
査

特
別
賞
を
加
え
た
受
賞
者
が
別
表

の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
新
た
に
、
所
谷
照

子
氏
（
日
本
画
）
、
近
藤
恵
美
子
氏

（
書
道
）
、
野
村
愛
子
氏
（
書
道
）、

山
本
修
市
氏
（
洋
画
）
が
無
鑑
査

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
く
も
俳
句
大
会
の
ご
案
内

　
第
３９
回
大
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
１
つ
と
し
て
、
伝
統

文
化
で
あ
る
俳
句
を
通
じ
て
心
豊

か
な
生
活
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
で
活
動
し
て
い
る
宿
毛
市
内
・

外
の
俳
句
愛
好
者
が
一
堂
に
会
し

て
、
情
報
交
換
や
研
修
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
２０
日
（日）

　
１０
時
〜

第
４７
回
宿
毛
市
美
術
展
覧

会
表
彰
式

　
１０
月
１１
日
（火）
、
第
４７
回
宿
毛
市

美
術
展
覧
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

主
　
催

す
く
も
俳
句
会
・
宿
毛
市
教
育
委

員
会

選
　
者

　
講
師
　
た
む
ら
　
ち
せ
い
　
先
生

投
　
句

　
当
季
雑
詠
５
句

　
（
投
句
締
切
１２
時
）

賞　
大
会
賞
３
句
　
秀
逸
５
句

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
篠
田
　
蕁
６
３
―

３
０
０
１
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ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

（
第
2
回
）

　　
今
年
５
月
の
第
１
回
に
引
き
続

き
、
２
回
目
の
講
座
で
す
。

　
講
座
の
参
加
料
は
、
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月
１２
日
（土）

　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所
　
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

講
　
師
　
森
尾
靖
子
さ
ん
（
高
知
お

　
　
　
　
は
な
し
の
会
）

図
書
館
読
書
ク
イ
ズ

　　
図
書
館
内
の
図
書
を
使
っ
て
の

図
書
館
ク
イ
ズ
。
全
問
正
解
者
に

は
、
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
　
間

　
１０
月
２９
日
（土）
〜
１１
月
２４
日
（木）

対
　
象

　
小
・
中
学
生

図
書
企
画
展
示
「
生
涯
読
書
」

　
世
代
別
に
お
す
す
め
の
図
書
を

展
示
し
ま
す
。

期
　
間

　
１０
月
２９
日
（土）
〜
１１
月
２４
日
（木）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

こ
ど
も
陶
芸
教
室

参
加
者
募
集

　
中
央
公
民
館
で
は
、
こ
ど
も
の

陶
芸
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
作

品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
教
室

で
は
ペ
ン
立
て
や
花
入
れ
を
作
る

予
定
で
す
。

　
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時

　
１２
月
３
日
（土）
・
４
日
（日）

　
９
時
〜
１２
時

場
　
　
所
　

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
創
作
室

対
象
者
　
宿
毛
市
内
の
小
学
生

定
　
　
員
　
１５
名

参
加
費
　
無
料

申
込
締
切
　
１１
月
２４
日
（木）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

詩
吟
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
私
た
ち
は
、
日
本
詩
吟
学
院
岳

風
会
認
可
「
高
知
岳
風
会
宿
毛
支

部
」
で
す
。
詩
歌
・
吟
詠
に
よ
り

吟
道
の
普
及
向
上
を
図
り
、
健
全

な
精
神
の
育
成
と
人
格
の
完
成
を

目
指
し
、
個
性
豊
か
な
人
間
に
な

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
高
知
岳
風
会
秋
季
大
会

に
お
い
て
は
、
団
体
総
合
で
準
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
詩
吟
は
年

代
を
問
わ
ず
手
軽
に
で
き
、
真
の

心
の
豊
か
さ
と
心
の
安
ら
ぎ
を
得

ら
れ
、
生
涯
学
習
と
し
て
最
適
で

す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

練
習
日
時

　
毎
週
火
曜
日

　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

場
　
　
所

　
中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
支
部
長
　
川
久
保
律
子

　
蕁
６
５
―

８
４
９
３

坂
本
図
書
館
よ
り
読
書
週

間
行
事
の
ご
案
内

読
書
週
間

　
１０
月
２７
日
〜
１１
月
９
日

　
標
語
「
信
じ
よ
う
、
本
の
力
」

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
あ
な
た
の
家
族
が
「
も
し
か
し

た
ら
認
知
症
か
も
！
？
」
と
思

っ
た
と
き
読
む
本内

田
千
惠
子
　
著

今
井
幸
充
医
学
　
監
修
／
す
ば
る
舎

■
い
つ
で
も
土
な
べ

〜
煮
る
、
蒸
す
、
焼
く
、
炊
く
。
〜

松
田
美
智
子
　
著

文
化
学
園
文
化
出
版
局

■
タ
ネ
が
危
な
い

野
口
勲
　
著

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

■
磯
野
家
の
相
続
税

〜
世
田
谷
の
ア
ノ
自
宅
は
、
い
く

ら
か
か
る
！
？
〜

長
谷
川
裕
雅
　
著
／
す
ば
る
舎

　「
ウ
チ
に
は
関
係
な
い
こ
と
」
と
、

本
当
に
言
い
切
れ
ま
す
か
？
相
続

税
・
贈
与
税
の
基
本
的
な
知
識
、

課
税
対
象
に
な
る
財
産
、
有
効
な

節
税
方
法
な
ど
、
遺
す
側
・
遺
さ

れ
る
側
の
双
方
が
知
っ
て
お
く
べ

き
知
識
と
対
策
方
法
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
解
説
し
ま
す
。
　

■
コ
コ
ロ
屋

梨
屋
ア
リ
エ
　
作

菅
野
由
貴
子
　
絵

文
研
出
版

　
先
生
に
「
コ
コ
ロ
を
入
れ
か
え

な
さ
い
」
と
怒
ら
れ
教
室
か
ら
逃

げ
出
し
た
ひ
ろ
き
。
そ
の
目
の
前

に
コ
コ
ロ
屋
が
現
れ
た
。
ひ
ろ
き
が
、

コ
コ
ロ
屋
の
「
や
さ
し
い
コ
コ
ロ
」

と
自
分
の
コ
コ
ロ
を
取
り
か
え
て

み
る
と
…
。

■
楽
し
い
！
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
ぼ
っ

く
り
落
ち
葉
の
工
作
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

お
さ
だ
の
び
子
　
著

ナ
ツ
メ
社

■
タ
ラ
リ
タ
ラ
レ
ラ

〜
こ
れ
は
ピ
リ
プ
っ
こ
の
た
め
の

ピ
リ
プ
語
の
絵
本
で
す
。
〜

エ
マ
ヌ
エ
ラ
・
ブ
ッ
ソ
ラ
ー
テ
ィ
　

作

谷
川
俊
太
郎
　
訳
／
集
英
社

■
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
ぼ
く
に
お

ま
か
せ

ヒ
ル
ケ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ボ
ー
ム
　
作

若
松
宣
子
　
訳

徳
間
書
店

■
天
気
予
報
の
大
研
究

〜
自
然
が
も
っ
と
身
近
に
な
る
！
〜

日
本
気
象
協
会
　
監
修

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

■
脳
卒
中
マ
ヒ
が
改
善
す
る
！
腕

と
指
の
リ
ハ
ビ
リ
・
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

〜
正
し
い
訓
練
法
で
お
こ
な
え
ば
、

手
の
機
能
は
Ｕ
Ｐ
す
る
！
〜

安
保
雅
博
　
監
修
／
講
談
社
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市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会

計
」
の
決
算
認
定
議
案
一
四
件
、「
平

成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
」
な
ど
予
算
議
案
十
件
、「
宿
毛

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
議
案

四
件
、
そ
の
他
の
議
案
四
件
の
合

計
三
二
議
案
で
、
審
議
の
結
果
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
決
算

認
定
議
案
一
四
件
を
除
い
て
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

二
十
日
及
び
二
十
一
日
の
二
日
間

に
十
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
二
十

二
日
に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
は
「
宿
毛
小
学
校
の
移
築
・

宿
毛
中
学
校
の
移
転
に
反
対
す
る

請
願
」
な
ど
三
件
が
審
議
さ
れ
、

二
件
が
不
採
択
、一
件
が
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
五
号
、
第

十
六
号
、
第
三
十
一
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
二

億
七
、
六
一
〇
万
円
が
増
額
補
正
さ

れ
、
累
計
で
一
〇
三
億
一
、
七
七
二

万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
経
営
安
定
化
支
援

貸
付
金

　
…
…
…
…
…
…
二
、
〇
八
二
万
円

○
鵜
来
島
待
合
所
設
置
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
四
四
〇
万
円

○
宿
毛
市
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
防
災
改
修
等
事
業
費

補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
六
五
〇
万
円

○
小
中
学
校
二
次
耐
震
診
断
業
務
委

託
料

　
…
…
…
…
一
、
二
二
六
万
四
千
円

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告
の
概
要
】

　
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
地
調
査
や
参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
を
踏
ま

え
て
、
慎
重
に
審
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
に
学
校
を
残

し
、
文
教
地
区
の
伝
統
を
守
り
た
い
と
い
う
請
願
者
と
署
名
を
さ
れ
た
三
、

五
〇
〇
名
を
超
え
る
方
々
の
思
い
は
十
分
に
理
解
出
来
る
も
の
で
あ
り
、
請

願
の
内
容
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
請
願
は
小
学
校
を

現
校
舎
敷
地
内
で
改
築
し
、
中
学
校
の
移
転
は
認
め
な
い
と
の
趣
旨
で
あ
る

た
め
、
現
時
点
で
採
択
す
る
と
、
議
会
意
思
と
し
て
、
建
設
場
所
を
指
定
す

る
こ
と
に
な
り
、
現
在
、
執
行
部
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
場
所
選
定
の
議

論
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
採
択

継
続
審
査

不
採
択

請
願
　

第
1
号

陳
情
　

第
1
号

第
3
号

宿
毛
小
学
校
の
移
築
・
宿
毛
中
学
校
の
移
転
に
反
対

す
る
請
願
に
つ
い
て

西
町
五
丁
目
の
市
道
建
設
に
つ
い
て

大
規
模
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
な
ど
、
住
民

の
安
心
・
安
全
を
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・

機
能
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
第
三
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
十
二
日
に
開
会
し
、

二
十
二
日
間
の
会
期
で
十
月
三
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
請
願
第
一
号
に
関
す
る
総
務
文
教
常
任
委
員
長
の
委
員

会
審
査
報
告
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第61号



⑫

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

継
続
審
査

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号
〜

　
第
14
号

第
15
号

第
16
号

第
17
号

第
23
号

第
24
号

第
25
号

第
26
号

第
27
号
〜

　
第
28
号

第
29
号

第
30
号

第
31
号

第
32
号

平
成
二
十
二
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
）

並
び
に
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て宿
毛
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
児
童
遊
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

（
定
例
会
）

～

◎
宿
毛
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び

雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税
制
の
整

備
を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
並
び
に
「
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除

の
適
用
下
限
額
を
五
千
円
か
ら
二

千
円
へ
引
き
下
げ
る
こ
と
や
、
租

税
罰
則
に
係
る
過
料
を
三
万
円
か

ら
十
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
等

に
つ
き
ま
し
て
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◎
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
「
市
道
池
島
樺
線
」
は
、
宿
毛
湾

港
の
工
業
団
地
を
土
地
造
成
す
る

計
画
の
際
、
南
北
の
土
地
を
一
体

的
に
利
用
す
る
目
的
で
工
業
団
地

の
一
部
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て

お
り
、
高
知
県
に
よ
る
造
成
工
事

が
本
年
度
完
了
す
る
こ
と
で
道
路

と
し
て
利
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、

本
路
線
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
離
島

振
興
法
を
抜
本
的
に
改
正
し
延
長
を

図
る
と
と
も
に
総
合
的
な
離
島
振
興

策
を
推
進
す
る
よ
う
次
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

記

一
　
離
島
振
興
法
を
抜
本
的
に
改

正
し
更
な
る
延
長
を
実
現
す
る

こ
と
。

二
　
関
係
各
府
省
庁
所
管
の
離
島

振
興
関
係
事
業
予
算
所
要
額
を

必
ず
確
保
す
る
こ
と
。

三
　
離
島
自
治
体
に
必
要
な
地
方

交
付
税
・
各
種
交
付
金
を
措
置

し
、
離
島
を
持
つ
自
治
体
へ
の
十

分
な
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
　
医
師
等
離
島
医
療
従
事
者
の

確
保
・
派
遣
制
度
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
離
島
の
特
性
に
応

じ
た
介
護
支
援
体
制
を
講
じ
る

こ
と
。

五
　
離
島
航
路
補
助
制
度
の
抜
本

改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

運
営
費
等
補
助
制
度
を
拡
充
す

る
こ
と
。

六
　
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金

を
拡
充
し
、
産
業
と
し
て
の
離

島
水
産
業
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、
離
島
独
自
の
観
光
振
興

対
策
を
促
進
す
る
こ
と
。

七
　
離
島
に
お
け
る
海
洋
漂
着
廃

棄
物
の
収
集
・
処
理
等
に
係
る

財
政
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

八
　
本
土
に
比
べ
て
割
高
な
離
島

の
ガ
ソ
リ
ン
の
継
続
的
な
引
き

下
げ
を
図
る
こ
と
。

◎
離
島
振
興
法
を
抜
本
的
に
改
正

し
更
な
る
延
長
を
求
め
る
意
見
書

　　
全
国
の
離
島
は
、
排
他
的
経
済

水
域
等
の
我
が
国
の
領
域
の
確
保
、

海
洋
資
源
の
利
用
、
自
然
環
境
の

保
全
等
、
我
が
国
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
昨
今
、
そ
の
離
島
の
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
離
島
で
の
生
活

者
に
と
っ
て
は
、
交
通
や
医
療
、

教
育
な
ど
更
な
る
生
活
の
向
上
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
平
成
二
十
五
年
三
月
末

で
期
限
切
れ
を
迎
え
る
現
在
の
離

島
振
興
法
を
、
国
並
び
に
県
の
責

務
を
よ
り
明
確
な
も
の
と
す
る
よ

う
抜
本
的
に
改
正
し
更
な
る
延
長

を
図
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
離

島
振
興
策
を
強
力
に
推
進
し
、
併

せ
て
、
医
療
、
教
育
、
交
通
、
介

護
及
び
通
信
な
ど
離
島
が
抱
え
る

諸
課
題
の
改
善
や
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
面
に
わ
た
る
生
活
基
盤
の
整
備

に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。

条
　
　
例

そ 

　
の
　 

他

意

見

書

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。
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A
　
昨
年
度
の
国
勢
調
査
に
お
い

て
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
最
も
多

い
家
族
形
態
に
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
本
市
の
実
態
は
、

高
齢
化
率
二
八
・
七
二
％
、
実
数

と
し
て
六
、
五
三
一
人
、
そ
の
内

九
四
七
人
が
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

と
な
っ
て
い
る
。
単
身
世
帯
の
増

加
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
実
態

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
高
齢
者

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
「
日
ご
ろ
の

安
否
確
認
」
を
、
今
後
は
地
域
の

社
会
資
源
で
あ
る
薬
局
や
新
聞
販

売
店
、
郵
便
事
業
会
社
や
消
防
署

な
ど
民
間
事
業
者
と
連
携
を
強
化

す
る
施
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
問

う
。

B
　
高
齢
者
の
実
態
は
、
幡
多
地

域
と
同
様
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

に
対
す
る
日
常
的
な
見
守
り
、
緊

急
時
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、き
め

細
か
な
対
策
が
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
て
い
く
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
高
知
県
の
取
り
組

み
の
中
で
、
地
域
の
見
守
り
活
動

に
関
す
る
協
定
の
締
結
が
な
さ
れ

て
い
る
、
新
聞
販
売
店
、
電
力
会

社
等
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
と

接
す
る
機
会
の
多
い
事
業
者
が
、

戸
別
訪
問
時
に
お
い
て
の
声
か
け

や
、
異
変
に
気
づ
い
た
場
合
に
は
、

関
係
機
関
へ
連
絡
す
る
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
協
定
は
七
つ
の
事
業
者

と
結
ば
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
は
ま

だ
業
者
が
整
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

協
力
事
業
者
環
境
を
増
や
し
て
い

く
施
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

A
　
介
護
予
防
の
た
め
に
、
地
域

支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
介
護

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
高

齢
者
に
対
し
、
換
金
で
き
る
ポ
イ

ン
ト
を
与
え
る
「
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
」
が
平
成
十
九
年

に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
高
齢
化

の
進
行
で
介
護
保
険
の
給
付
額
が

増
え
、
二
十
四
年
度
か
ら
は
、
六

五
歳
以
上
の
保
険
料
が
全
国
平
均

で
月
額
五
千
円
を
超
え
る
可
能
性

も
指
摘
さ
れ
る
。
保
険
料
抑
制
策

と
し
て
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
の
導
入
を
提
案
し
所
見
を

問
う
。

B
　
非
常
に
良
い
提
案
だ
と
思
う
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
地
域
支

援
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
高
齢

者
が
他
の
高
齢
者
の
た
め
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
で
、

社
会
参
加
を
し
て
い
き
、
活
動
を

通
じ
て
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
で

地
域
貢
献
を
行
う
と
と
も
に
、
自

身
の
健
康
増
進
や
介
護
予
防
の
支

援
を
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に

よ
っ
て
、
介
護
予
防
が
推
進
さ
れ

介
護
保
険
料
の
抑
制
と
な
る
の
は

指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
状

況
な
ど
現
状
把
握
を
し
、
高
齢
者

の
介
護
予
防
に
役
立
つ
取
り
組
み

の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
費
用
対

効
果
も
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

A
　
現
行
の
地
域
防
災
計
画
の
中

に
、
行
政
自
身
が
受
け
る
の
で
あ

ろ
う
被
害
を
想
定
し
た
対
応
策
と

し
て
の
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
今
後
新
た
に
策
定

さ
れ
る
地
域
防
災
計
画
の
中
に
ど

う
反
映
し
て
い
く
つ
も
り
か
問
う
。

B
　
現
在
の
地
域
防
災
計
画
（
地

震
災
害
対
策
編
）
で
も
業
務
継
続

計
画
の
策
定
を
規
定
し
て
い
る
が
、

市
役
所
は
ま
だ
策
定
に
は
至
っ
て

　
九
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
二
十
日
、
二
十
一
日
の

二
日
間
に
十
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

高
齢
者
の
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ

い
て

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者

の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を

業
務
継
続
計
画

に
つ
い
て

山戸　寛 議員

野々下 昌文 議員

【
質
問
順
位
に
よ
る
】
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い
な
い
。
必
要
性
は
十
分
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
全

庁
体
制
で
の
検
討
を
進
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
市

役
所
の
管
理
す
る
市
民
情
報
の
保

管
体
制
、
特
に
サ
ー
バ
ー
や
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
破
壊
さ
れ
れ
ば
、
市
民

の
こ
う
む
る
二
次
的
被
害
は
拡
大

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
機

器
の
安
全
性
と
、
破
壊
さ
れ
た
際

の
情
報
の
補
完
性
が
ど
の
よ
う
に

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
記
憶
装
置
で
あ
る
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
の
二
重
化
、
磁
気
テ
ー
プ

の
耐
火
金
庫
で
の
保
管
な
ど
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
が
、
耐

震
性
の
低
い
庁
舎
で
は
サ
ー
バ
ー

な
ど
の
損
壊
も
予
想
さ
れ
、
そ
の

際
に
は
、
早
期
の
復
旧
は
難
し
い

状
況
に
あ
る
。
ま
た
現
在
の
シ
ス

テ
ム
で
は
関
連
機
器
と
の
連
携
に

よ
る
情
報
の
復
元
性
も
担
保
さ
れ

て
い
な
い
。

　
今
後
、
貴
重
な
デ
ー
タ
を
庁
舎

内
だ
け
に
保
管
す
る
の
で
は
な
く
、

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
、
複
数
市

町
村
に
お
け
る
共
同
利
用
を
視
野

に
入
れ
て
検
討
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
総
務
省
は
情
報
通
信
技
術
に

関
す
る
業
務
継
続
計
画
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
公
表
し
て
い
る
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
ど
う
把
握
し
て
い
る

か
問
う
。

B
　
総
務
省
が
示
し
た
と
お
り
の

具
体
的
な
策
定
に
は
い
た
っ
て
い

な
い
が
、
計
画
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か

ら
十
分
な
協
議
検
討
を
行
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
急
速
に
変
革
さ
れ
る
自
治
体

情
報
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
た
め

の
人
材
確
保
と
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
昨
今
の
自
治
体
業
務
に
お
け

る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
は
当

然
認
識
し
て
お
り
、
職
員
の
能
力

の
向
上
と
対
応
可
能
な
幅
広
い
人

材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

A
　
今
期
の
明
確
な
公
約
は
設
定

さ
れ
て
い
な
い
が
、
市
政
運
営
の

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
は
常
々
発
言

さ
れ
て
い
る
。
二
期
目
の
総
括
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
職
員
の
意
識
改
革
が
重
要
で

あ
り
、「
や
る
気
で
知
恵
出
し
、
一

工
夫
」
を
テ
ー
マ
に
職
員
と
共
に

徹
底
し
て
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
就
任
以
来
、
職
員
数
六
〇
名
の

減
員
を
実
現
し
た
ほ
か
、
財
政
的

に
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
っ

た
が
、
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
を

利
用
し
て
、
結
果
的
に
は
経
費
の

削
減
等
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
又
、
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

も
保
有
土
地
の
買
戻
し
に
つ
い
て
、

約
二
四
億
円
あ
っ
た
も
の
を
現
在
、

あ
と
七
億
円
ほ
ど
に
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
反
省
点
と
し
て
は
、
き
ち
ん
と

住
民
の
了
解
を
得
た
り
、
広
報
を

し
た
う
え
で
事
業
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

A
　
震
災
時
、
庁
舎
に
重
大
な
損

傷
を
受
け
た
場
合
の
業
務
継
続
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
計
画
し
て
い

る
か
を
問
う
。

　B
　
市
役
所
庁
舎
は
、
築
四
八
年

程
度
経
過
し
て
お
り
耐
震
性
に
問

題
が
あ
る
ほ
か
、
市
街
地
周
辺
は

津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が
予
想
さ

れ
、
地
震
が
発
生
す
る
と
現
施
設

が
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
可
能
性

は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

昨
年
十
二
月
に
は
、
南
海
地
震
発

生
後
、
三
な
い
し
六
時
間
を
想
定

し
た
本
部
訓
練
を
、
宿
毛
市
総
合

運
動
公
園
で
実
施
し
た
。

　
し
か
し
、
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
が

損
傷
し
た
状
況
で
、
本
庁
舎
機
能

を
総
合
運
動
公
園
へ
移
し
た
場
合
、

ど
れ
だ
け
の
機
能
が
保
て
る
か
は

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
被
災
後
の
復
旧
復
興
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
行
う
た
め
、
業
務
継
続
計

画
を
策
定
し
て
い
く
必
要
性
は
強
く

感
じ
て
お
り
、
今
後
、
全
庁
体
制
で

協
議
検
討
を
行
う
。

A
　
震
災
後
の
厳
し
い
経
済
状
況

の
中
で
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
ど
の

様
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
問
う
。

　B
　
県
と
連
携
し
て
、
県
内
出
身

者
が
経
営
す
る
企
業
や
工
場
増
設
を

予
定
し
て
い
る
企
業
な
ど
の
情
報
収

集
に
努
め
、
企
業
訪
問
な
ど
を
行
い

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
、
残
念
な
が
ら
一
社
の
撤
退

が
決
定
し
た
が
、
八
月
に
は
金
属
加

工
会
社
の
進
出
が
決
ま
り
十
月
に
は

操
業
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
東
日
本
震
災
後
、
企
業
の
生
産
拠

点
を
分
散
化
す
る
動
き
が
あ
り
、
高

知
県
に
も
工
業
用
地
の
問
い
合
わ

せ
が
増
え
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
一

人
で
も
多
く
の
雇
用
が
生
ま
れ
る

よ
う
な
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で

行
く
。

　

業
務
継
続
計
画
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

市
長
二
期
目
の
総
括

に
つ
い
て

人
材
確
保
と
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
い
て

情
報
通
信
機
器
の
安
全

性
と
情
報
の
復
元
性
に

つ
い
て

災
害
時
・
緊
急
事
態
に

お
い
て
の
業
務
継
続
計

画
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

今城 誠司 議員
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A
　
行
政
方
針
の
中
で
、
宿
毛
市

振
興
計
画
に
つ
い
て
、「
各
種
施
策

事
業
に
つ
い
て
、
市
民
目
線
に
立

ち
な
が
ら
素
案
を
作
成
し
」
、「
新

し
い
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
市
政

運
営
を
行
な
い
、
行
政
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
」
と
あ
る
が
、

本
当
に
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

市
民
目
線
に
立
っ
て
い
る
の
か
問

う
。

　
例
え
ば
、
宿
毛
市
全
体
を
高
揚

さ
せ
る
た
め
に
も
、
駅
前
商
業
地

と
連
携
し
て
、
中
心
市
街
地
の
計

画
を
官
民
共
同
で
推
進
し
て
行
く

べ
き
で
あ
る
が
、
今
ひ
と
つ
市
長

の
熱
い
思
い
が
市
民
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　B
　
今
回
、
策
定
し
た
振
興
計
画

に
つ
い
て
は
、
各
課
の
職
員
が
業

務
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
声
を
聞
き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
踏
ま
え
た
う
え
で
策
定
し

た
も
の
で
、
十
分
に
市
民
目
線
に

立
っ
て
、
市
民
の
ご
意
見
を
お
伺

い
し
た
形
で
の
計
画
に
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
は
、

現
在
、
民
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
委
員
と
行
政
職
員
で
構
成
す
る

「
宿
毛
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
」
に
て
協
議
が
さ
れ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
官
民
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
事
業
と
考
え
て
お
り
、
民

間
の
後
押
し
も
、
行
政
の
役
割
だ

ろ
う
と
思
う
。

A
　
教
育
委
員
会
の
現
地
説
明
会

に
参
加
し
、
疑
問
・
不
安
に
感
じ

た
と
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
現

在
検
討
中
の
統
合
中
学
校
が
、
松

田
川
小
学
校
跡
地
に
移
転
し
た
場

合
の
登
下
校
に
関
す
る
安
心
・
安

全
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。

　
大
勢
の
生
徒
が
集
中
す
る
登
下

校
時
、
ま
た
、
部
活
を
終
え
、
遅

い
時
間
帯
で
の
下
校
時
に
お
け
る
、

子
ど
も
達
の
安
心
・
安
全
に
つ
い

て
市
長
の
対
策
を
問
う
。

　
ま
た
、
津
波
も
台
風
も
怖
い
が
、

年
間
三
〇
〇
日
以
上
毎
日
の
安
心
・

安
全
は
、
女
性
と
し
て
、
母
親
と

し
て
、
街
灯
・
看
板
だ
け
で
は
納

得
で
き
な
い
。
見
通
し
の
悪
さ
解

消
、
安
全
確
保
の
た
め
、
新
し
い
橋
、

道
路
の
計
画
は
な
い
か
問
う
。

B
　
宿
毛
中
学
校
へ
は
、
現
在
で

も
和
田
地
区
や
中
角
地
区
か
ら
生

徒
が
通
学
し
て
い
る
。
新
た
に
通

学
路
を
整
備
指
定
す
る
こ
と
は
想

定
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
安
心
・

安
全
を
与
え
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
、
街
灯
や
安
全
啓
発
看
板
の

設
置
の
ほ
か
、
通
学
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
範
囲
で
道
路
整
備
を
行
う
。

　
今
の
と
こ
ろ
は
教
育
委
員
会
と

一
緒
に
な
っ
て
、
既
存
の
形
で
安
心
・

安
全
を
守
れ
る
よ
う
な
通
学
路
づ

く
り
を
や
っ
て
い
く
計
画
で
あ
り
、

新
し
い
橋
、
道
路
を
つ
く
る
計
画

は
な
い
。

A
　
市
の
公
共
事
業
を
地
元
業
者

優
先
で
発
注
を
求
め
る
市
民
要
望

に
ど
う
応
え
る
の
か
。
ま
た
、
貝

塚
前
の
与
市
明
川
に
沿
っ
た
駅
東

一
号
公
園
の
植
樹
を
市
外
業
者
に

発
注
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

B
　
市
の
発
注
工
事
は
地
元
業
者

を
最
優
先
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

ご
指
摘
の
植
樹
事
業
は
高
知
県
子

育
て
創
生
事
業
を
導
入
し
た
。
請

負
は
で
き
な
い
事
業
な
の
で
苗
木

を
購
入
し
保
育
園
児
二
五
名
と
職

員
も
参
加
し
実
施
、
高
木
の
植
樹
に

苗
木
納
入
業
者
の
協
力
を
得
た
。

苗
木
は
市
内
業
者
を
含
め
三
社
の

見
積
も
り
を
徴
し
随
意
契
約
で
購

入
し
た
。

A
　
伊
方
原
発
は
老
朽
化
と
プ
ル

サ
ー
マ
ル
運
転
で
、
事
故
発
生
の

危
険
性
が
高
く
市
民
は
心
配
し
て

い
る
。
伊
方
の
古
い
原
発
は
廃
炉

を
求
め
る
べ
き
だ
。
さ
ら
に
事
故

発
生
時
の
市
民
保
護
対
策
を
立
て

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
東
日
本
震

災
の
ガ
レ
キ
は
、
放
射
能
拡
散
の

心
配
が
あ
り
受
入
れ
を
明
確
に
断

る
べ
き
だ
。

B
　
伊
方
原
発
の
事
故
発
生
時
の

対
策
は
、
国
か
ら
の
情
報
と
指
示

を
受
け
て
か
ら
避
難
に
な
る
。
原

発
廃
止
は
電
力
需
要
を
思
え
ば
私

も
い
い
か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な

い
。
放
射
能
物
質
で
汚
染
さ
れ
た

東
日
本
震
災
の
ガ
レ
キ
受
入
れ
は
、

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で

受
入
れ
困
難
と
考
え
る
。

A
　
大
分
県
中
津
市
は
有
害
鳥
獣

被
害
の
現
状
を
「
災
害
」
と
認
識

し
、
年
間
約
一
億
円
の
予
算
を
組

み
懸
命
な
対
策
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

小
集
落
全
体
を
金
網
で
囲
う
事
業

も
地
元
負
担
金
は
一
二
％
と
低
い
。

サ
ル
の
捕
獲
報
奨
金
も
宿
毛
市
の

三
倍
、
一
匹
三
万
円
に
増
額
し
、
駆

除
成
果
を
上
げ
た
。
宿
毛
市
の
積

極
的
対
策
を
求
め
る
。

B
　
宿
毛
市
で
も
有
害
鳥
獣
の
被

害
が
増
え
、
重
大
な
問
題
と
の
認

識
は
持
っ
て
い
る
。
地
域
を
囲
む

防
護
柵
は
今
年
度
は
天
神
と
山
北

地
区
で
実
施
す
る
。
報
償
金
は
有

害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
協
議
会

に
、
サ
ル
捕
獲
報
奨
金
の
増
額
で

駆
除
成
果
が
上
が
る
と
い
う
話
も

披
露
し
検
討
し
て
い
た
だ
く
。

行
政
方
針
に
お
け
る

宿
毛
市
振
興
計
画

に
つ
い
て

地
元
業
者
の
仕
事
づ
く

り
に
つ
い
て

原
発
事
故
か
ら
の
市
民

保
護
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策

に
つ
い
て

教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

浅木　敏 議員
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A
　
来
年
の
四
月
に
行
わ
れ
る
第

五
期
介
護
保
険
制
度
の
改
定
は
、

介
護
給
付
抑
制
と
保
険
料
を
全
国

平
均
で
一
人
月
額
八
四
〇
円
引
上

げ
る
も
の
で
あ
る
。
宿
毛
市
の
改

定
作
業
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
切
捨

て
に
な
る
総
合
事
業
を
創
設
し
な

い
こ
と
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
な

い
こ
と
を
求
め
る
。

B
　
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
検
討

す
る
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
の
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
団
塊
の

世
代
が
六
五
歳
以
上
と
な
り
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
高
ま
り
、
介

護
保
険
料
が
上
昇
す
る
ケ
ー
ス
も

考
え
ら
れ
る
。

　
介
護
給
付
の
適
正
化
に
努
め
る

な
ど
、
保
険
料
の
設
定
を
考
え
る
。

A
　
改
正
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法

は
、「
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基
本

的
人
権
を
享
有
す
る
、
か
け
が
え

の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、「
相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、

共
生
す
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
」
、「
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
を
す
る
」
と
謳
わ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
共
生
の
社
会
を
実

現
し
て
い
く
う
え
で
、
国
や
地
方

自
治
体
の
責
務
と
、
果
た
す
べ
き

役
割
は
大
変
重
要
と
な
る
が
、
今

後
の
宿
毛
市
に
お
け
る
、
障
が
い

者
の
た
め
の
福
祉
行
政
を
推
進
す

る
う
え
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取

組
み
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
そ
の
決
意
を
問
う
。

B
　
現
段
階
で
は
、
国
か
ら
市
町

村
に
具
体
的
な
話
が
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
お
答
え
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
し
、
と

も
に
助
け
合
い
支
え
合
え
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

A
　
早
急
に
過
疎
化
と
少
子
高
齢

化
に
対
す
る
対
策
を
急
が
な
け
れ

ば
、
集
落
が
消
滅
の
危
機
に
瀕
す

る
の
も
時
間
の
問
題
で
あ
る
。
過

疎
と
少
子
高
齢
化
に
悩
む
地
域
に
、

政
治
の
光
を
当
て
な
け
れ
ば
、
伝

統
文
化
の
継
承
を
ひ
と
つ
見
て
も

大
変
厳
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
中
山
間
地
域
の
振
興
計
画
を
、

早
急
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
問
う
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
直

接
住
民
の
生
の
声
や
生
活
実
態
を

調
査
し
、
決
め
細
や
か
な
対
策
を

実
施
す
べ
き
で
な
い
か
問
う
。

B
　
宿
毛
市
振
興
計
画
と
い
う
枠

が
あ
る
が
、
国
や
県
と
も
連
携
し

な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

最
大
限
活
か
し
た
プ
ラ
ン
を
立
て

て
、
出
来
る
も
の
か
ら
実
行
し
て

い
く
。

A
　
第
四
回
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ

ソ
ン
を
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
の
か
問
う
。

B
　
第
四
回
大
会
は
、
平
成
二
十

四
年
三
月
十
八
日

（日）
に
開
催
を
決
定

し
て
い
る
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
宿

毛
出
身
で
、
前
人
未
到
の
ア
ー
ス
マ

ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
、
見
事
、
地
球
一

周
を
達
成
さ
れ
た
間
寛
平
さ
ん
を

招
致
し
て
、
宿
毛
市
を
全
国
へ
ア
ピ

ー
ル
を
し
て
、
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
に

参
加
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
ラ
ン
ナ
ー
の
目
を
楽
し
ま

せ
る
工
夫
と
し
て
、
沿
道
に
た
く
さ

ん
の
菜
の
花
を
咲
か
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
ほ
か
、
会
場
を
盛
り
上
げ

る
工
夫
と
し
て
、
毎
年
、
実
施
し
て

い
る
選
手
へ
の
接
待
や
物
産
品
な
ど

の
販
売
を
充
実
さ
せ
る
。

　
そ
し
て
、
前
夜
祭
の
み
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
、
う
〜
み
さ
ん
に
、

A
　
市
内
の
介
護
事
業
所
が
、
介

護
給
付
金
を
不
正
受
給
し
て
い
た

と
し
て
、
四
万
十
市
な
ど
が
計
三
、

四
二
五
万
円
の
返
還
を
求
め
、
そ

れ
ぞ
れ
提
訴
を
し
た
。

　
返
還
金
の
決
定
は
市
町
村
長
の

判
断
に
よ
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
宿
毛
市
と
他
の
五
市
町
村
長
の

判
断
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
大
き

く
違
う
の
か
。

　
宿
毛
市
が
他
の
市
町
村
長
と
同

じ
判
断
な
ら
約
二
、
四
〇
〇
万
円

で
あ
る
が
、
宿
毛
市
が
返
還
を
求

め
た
額
は
八
二
万
五
千
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
財
政
に
損
失
を
与
え
た

の
で
は
な
い
か
、
裁
判
の
結
果
、
返

還
を
求
め
ら
れ
れ
ば
差
額
分
の
約

二
、
三
一
七
万
円
返
還
命
令
を
だ

す
の
か
。

 B
　
不
正
や
悪
質
な
問
題
で
は
な

く
単
純
で
事
務
的
な
ミ
ス
で
あ
る

と
判
断
を
し
た
。
判
断
の
違
い
に

つ
い
て
は
、
他
の
市
町
村
か
ら
聞

い
て
い
な
い
の
で
何
も
言
え
な
い
。

裁
判
の
結
果
が
ど
う
な
る
か
分
か

ら
な
い
の
で
コ
メ
ン
ト
を
差
し
控

え
る
。

介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て

中
山
間
地
域
振
興
計
画

に
つ
い
て

介
護
給
付
費
の
不
正
受

給
問
題
に
つ
い
て

改
正

「
障
害
者
基
本
法
」
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て

第
四
回
宿
毛
花
へ
ん
ろ

マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

松浦 英夫 議員

岡闢 利久 議員



広報すくも  2011.11⑰

大
会
当
日
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A
　
今
後
、
何
地
区
で
自
主
防
災

組
織
を
組
織
化
さ
れ
る
の
か
、
又
、

住
民
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
組
織

化
さ
れ
て
い
な
い
地
区
も
あ
る
と

思
う
が
、
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い

地
区
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
問
う
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
を
組
織

化
し
た
時
に
、
補
助
を
受
け
て
、
必

要
な
資
機
材
を
購
入
し
て
い
る
が
、

中
に
は
消
耗
品
も
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
、
必
要
な
資
機
材
の
購
入
に

対
し
て
の
補
助
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、
現

在
、
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
地
区

が
三
〇
組
織
あ
る
。
全
域
で
組
織

化
が
行
わ
れ
る
と
九
九
組
織
と
な

る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
三
〇
組
織

の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
六
年
度
に
は
一
〇
〇
％
の
組
織

率
を
目
標
と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
組
織
結
成
が
難
し
い
地
域
で
は
、

近
隣
の
組
織
と
合
同
で
、
組
織
化

を
図
る
と
か
、
組
織
結
成
が
容
易

な
対
策
を
、
各
地
域
と
協
議
し
な

が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
資
機
材
は
、

資
機
材
の
消
耗
と
か
、
耐
用
年
数

の
関
係
と
か
か
ら
、
追
加
整
備
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
こ
の
防

災
資
機
材
の
追
加
整
備
補
助
に
つ

い
て
は
、
県
に
対
し
て
追
加
整
備

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
化
を
検
討
会
の

報
告
書
と
し
て
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
市
と
し
て
も
、
防
災
資
機
材

の
追
加
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

A
　
肝
ガ
ン
を
早
期
発
見
し
、
肝

ガ
ン
に
よ
る
死
亡
を
減
少
さ
せ
る

た
め
に
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

は
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
本
市
に

お
い
て
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
当
市
の
取
組
と
し
て
、
九
月

五
日
に
高
知
県
か
ら
検
査
の
必
要

性
を
皆
さ
ん
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
の
チ
ラ
シ
が
送
付
さ
れ
、

九
月
十
五
日
に
、
全
戸
配
布
を
し

た
。
ま
た
、
宿
毛
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
に
あ
る
健
康
タ
ウ
ン
宿
毛

に
も
掲
載
し
、
啓
発
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
分
離
発
注
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
一
年
第
二
回
市
議
会
で
の

質
問
に
、
前
向
き
で
積
極
的
な
答

弁
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
分
離

発
注
が
、
ど
れ
ほ
ど
図
ら
れ
た
の

か
問
う
。

　
ま
た
、
電
気
工
事
や
水
道
工
事

業
者
な
ど
か
ら
市
の
分
離
発
注
が
、

不
十
分
で
は
な
い
か
と
い
う
声
を

聞
く
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

B
　
そ
の
後
、
大
き
な
建
築
工
事

が
三
件
あ
っ
た
が
、
分
離
発
注
は

し
て
い
な
い
。

　
指
名
選
定
委
員
会
で
規
模
や
内

容
、
工
期
な
ど
総
合
的
に
判
断
し

て
総
合
発
注
の
形
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
国
や
県
の
工
事
も
、
宿

毛
で
の
工
事
は
、
地
元
の
業
者
を

使
っ
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。

　
　
　

A
　
現
在
、
様
々
な
意
見
・
憶
測

が
流
布
し
て
、
市
民
は
混
乱
し
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
六
月
に
は
議
会
に
移
転
反
対
者

か
ら
請
願
が
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し

て
、
検
討
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し

た
の
か
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

B
　
教
育
委
員
会
が
い
ろ
ん
な
方
々

か
ら
御
意
見
も
賜
わ
っ
て
い
る
。

地
区
長
連
合
会
や
保
護
者
の
要
望

を
受
け
、
小
中
学
校
計
画
案
の
配

置
図
を
作
成
し
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
に
報
告
し
て
い
る
。

　
建
設
場
所
は
、
慎
重
に
検
討
す

る
中
で
最
終
的
な
決
定
を
し
た
い
。

年
内
に
決
定
し
な
い
と
来
年
度
着

工
や
設
計
の
発
注
が
で
き
な
い
の

で
、
意
見
等
集
約
し
て
決
め
た
い
。

A
　
宿
毛
小
学
校
の
設
計
業
務
委

託
は
、
疲
弊
し
た
宿
毛
市
の
経
済

に
も
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
市

内
の
設
計
業
者
に
発
注
す
べ
き
と

思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

B
　
宿
毛
小
学
校
の
設
計
委
託
業

務
は
、
以
前
、
私
の
個
人
的
な
感

想
と
希
望
で
「
世
界
一
に
な
っ
た

方
に
、
日
本
一
の
学
校
を
」
と
い

う
表
現
を
し
た
。

　
業
者
選
定
に
は
、
コ
ン
ペ
方
式
、

総
合
評
価
方
式
等
の
手
法
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
指
名
選
定
委
員

会
に
諮
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

A
　
宿
毛
市
役
所
庁
舎
は
、
災
害

対
策
の
拠
点
で
あ
り
、
災
害
発
生

時
の
復
旧
の
中
心
に
な
る
施
設
で

あ
る
が
、
庁
舎
の
耐
震
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
本
庁
舎
は
、
昭
和
三
八
年
の

建
設
で
、
耐
震
性
の
不
足
・
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。

　
市
役
所
は
、
職
員
も
含
め
て
大

規
模
災
害
時
の
活
動
の
中
枢
と
し

て
機
能
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
非

常
時
に
も
行
政
機
能
が
充
分
保
持
、

自
主
防
災
組
織

に
つ
い
て

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

に
つ
い
て

公
共
工
事
の
分
離
発
注

に
つ
い
て

市
役
所
庁
舎
の
耐
震
化

に
つ
い
て

宿
毛
中
学
校
の

移
転
問
題
に
つ
い
て

宿
毛
小
学
校
の
設
計

業
務
委
託
に
つ
い
て

山上 庄一 議員

寺田 公一 議員



⑱

発
揮
で
き
る
防
災
拠
点
施
設
と
し

て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
具
体
的
に
答
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
取
り
組
み

開
始
時
に
は
検
討
委
員
会
な
ど
に

よ
り
、
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

A
　
市
の
広
報
は
、
市
民
の
ほ
と

ん
ど
が
目
に
す
る
印
刷
物
だ
。

　
市
と
し
て
ま
だ
計
画
し
て
い
な

い
こ
と
や
、
市
内
の
う
わ
さ
の
よ

う
な
も
の
に
過
敏
に
反
応
し
た
よ

う
な
文
章
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　
ま
た
、
職
員
採
用
試
験
の
一
次

試
験
に
作
文
を
入
れ
る
こ
と
は
、

試
験
内
容
の
不
透
明
感
を
増
す
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、
市
長
の
考

え
を
問
う
。

B
　
市
民
優
先
の
市
政
と
し
て
、

情
報
公
開
、
説
明
責
任
に
努
め
て

き
た
つ
も
り
だ
が
、
充
分
に
説
明

で
き
て
な
い
と
い
う
反
省
も
し
て

い
る
。
過
敏
な
反
応
、
い
い
わ
け
と

い
わ
れ
れ
ば
仕
方
が
な
い
が
、
正

し
い
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
説

明
責
任
を
果
た
し
て
行
き
た
い
。

　
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、

教
養
試
験
が
半
日
で
済
む
の
で
、

受
験
者
の
人
物
を
一
応
見
る
た
め

に
も
、
作
文
も
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
。

　
不
審
を
抱
か
れ
な
い
形
で
の
採

用
試
験
と
な
る
よ
う
、
試
験
の
あ

り
方
や
や
り
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

勉
強
し
て
い
き
た
い
。

A
　
宿
毛
小
学
校
の
新
築
関
連
予

算
が
計
上
で
き
な
い
の
は
、
執
行
部

と
教
育
委
員
会
に
大
き
な
ブ
レ
が

あ
る
こ
と
が
要
因
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
橋
上
・
山
奈
・
平
田
の

三
小
学
校
・
東
中
学
校
の
二
次
耐

震
診
断
を
予
算
化
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
の
再
編

プ
ラ
ン
と
の
相
違
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
宿
毛
中
学
校
の
建
築
場
所
を

含
め
、
ブ
レ
と
い
う
指
摘
が
あ
っ

た
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

計
画
案
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応

し
て
望
ま
し
い
形
に
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
は
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

　
宿
毛
小
学
校
新
築
関
連
予
算
に

つ
い
て
は
、
十
二
月
に
は
場
所
、

予
算
に
つ
い
て
示
し
た
い
。

　
統
廃
合
に
よ
る
改
築
、
移
転
計

画
の
あ
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
財
政
状
況
か
ら
考
え
て
、
耐

震
化
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
再
編
よ
り

も
早
急
な
防
災
の
対
策
を
望
む
声

が
七
割
以
上
を
占
め
た
こ
と
を
受

け
、
再
度
、
執
行
部
と
協
議
を
し

て
、
計
画
ま
で
期
間
の
あ
る
学
校

に
つ
い
て
は
、
安
全
を
担
保
す
る

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
計
画
し
た
。

A
　
教
育
委
員
会
は
八
月
二
十
二

日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
文
教
常
任

委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
具

体
的
に
話
し
を
進
め
る
た
め
の
た

た
き
台
と
し
て
、
新
し
い
宿
毛
小

中
学
校
の
配
置
案
七
案
を
示
し
た

こ
と
が
、
高
知
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
が
、
活
字
だ
け
で
は
わ
か
り
に

く
い
の
で
、
広
報
に
イ
ラ
ス
ト
入

り
で
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

B
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
現

在
の
宿
毛
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
小
学

校
を
、
松
田
川
跡
地
に
中
学
校
を

建
設
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
が
、
地
区
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
か
ら
の
ご
要
望
に
よ
り
、
何

案
か
配
置
図
を
示
し
た
。
広
報
で

お
知
ら
せ
す
る
だ
け
で
は
、
誤
解

を
招
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、

意
見
交
換
会
等
で
説
明
を
す
る
中

で
お
示
し
を
し
た
い
。

A
　
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は

大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
が
、

街
区
の
避
難
場
所
は
何
ヶ
所
あ
る

の
か
。
ま
た
、
釜
石
市
で
は
被
害

の
種
類
に
よ
っ
て
四
種
類
の
避
難

場
所
を
定
め
て
い
る
が
、
宿
毛
市

で
は
ど
の
よ
う
な
称
号
で
区
別
し

て
い
る
の
か
。
災
害
発
生
時
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
向
け
対
策

は
ど
う
か
問
う
。

 B
　
避
難
場
所
と
し
て
現
在
、
大

井
田
病
院
、
文
教
セ
ン
タ
ー
、
水

道
課
、
石
鎚
神
社
、
宿
毛
天
満
宮
、

忠
霊
塔
等
一
二
ヶ
所
を
指
定
し
て

い
る
。
避
難
場
所
の
区
分
け
に
つ

い
て
は
、
市
で
は
し
て
い
な
い
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
関
し
て
は
、

現
在
、
市
が
直
接
携
わ
っ
て
い
る

の
は
水
道
の
み
で
あ
り
、
上
水
道
が

二
、
簡
易
水
道
施
設
が
五
、
飲
料
水

供
給
施
設
三
の
合
計
一
〇
ヶ
所
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
上
水
道
、
東
部
広
域

簡
易
水
道
、
北
部
簡
易
水
道
、
小
筑

紫
簡
易
水
道
は
、
配
水
本
管
を
連
結

し
て
い
る
の
で
、
稼
動
可
能
な
施
設

が
あ
り
、
配
水
管
に
破
損
が
な
け
れ

ば
、
送
水
で
き
る
。
も
し
、
配
水
管

が
破
損
し
た
場
合
に
は
車
両
等
で
巡

回
し
て
配
水
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

9
月
�

１２
日
豺
　

本
会
議
　
開
会
、議
案
上
程
、

　
　
　
　

　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

１３
日
貂
　

休
　
会
　
議
案
等
精
査

１４
日
貉
　

休
　
会
　
議
案
等
精
査

１５
日
貅
　

休
　
会
　
議
案
等
精
査

１６
日
貊
　

休
　
会
　
議
案
等
精
査

１７
日
貍
　

休
　
会�

１８
日
豸
　

休
　
会�

１９
日
豺
　

休
　
会

２０
日
貂
　

本
会
議
　
一
般
質
問

２１
日
貉
　

本
会
議
　
一
般
質
問

２２
日
貅
　

本
会
議
　
議
案
質
疑
、

　
　
　
　

　
　
　
　
委
員
会
付
託

２３
日
貊
　

休
　
会

２４
日
貍
　

休
　
会

２５
日
豸
　

休
　
会

２６
日
豺
　

休
　
会
　
委
員
会
審
査

２７
日
貂
　

休
　
会
　
委
員
会
審
査

２８
日
貉
　

休
　
会
　
委
員
会
審
査

２９
日
貅
　

休
　
会

３０
日
貊
　

休
　
会
　
委
員
会
審
査

１０
月
�

１
日
貍
　

休
　
会

２
日
豸
　

休
　
会

３
日
豺
　

本
会
議
　
委
員
長
報
告
、

　
　
　
　

　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、

　
　
　
　

　
　
　
　
表
決
、
閉
会

九
月
定
例
会
日
程

広
報
「
す
く
も
」
の

市
長
雑
感
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
再
編
計
画

に
つ
い
て

宿
毛
中
学
校
改
築

に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

饌田 陸紀 議員
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日
　
時
　
七
月
二
十
八
日

視
察
地
　
長
崎
県
対
馬
市

概
　
要

　　
対
馬
市
は
、
平
成
十
六
年
三
月

一
日
に
対
馬
島
内
の
六
町
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
新
し
い
市
で
あ
る
。

　
対
馬
市
の
就
業
人
口
は
、
第
一

次
産
業
の
割
合
が
二
一
・
一
％
と

高
く
、
そ
の
中
で
も
、
漁
業
は
八
〇
・

四
％
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
。

　
漁
業
は
、
対
馬
の
主
要
な
産
業

で
あ
り
、
対
馬
東
沿
岸
・
日
本
海

を
漁
場
の
中
心
と
す
る
イ
カ
釣
漁

業
が
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
漁
獲

量
の
減
少
や
魚
価
の
低
迷
な
ど
漁

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、

漁
業
従
業
者
は
年
々
減
少
し
て
い

る
。
　

◎
Ｃ
Ａ
Ｓ
冷
凍
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
　　

Ｃ
Ａ
Ｓ
は
（
Ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
　

Ａ
ｌ
ｉ

ｖ
ｅ
　

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
　

細
胞
が
生

き
て
い
る
）
の
略
で
生
物
の
細
胞

を
生
か
し
た
ま
ま
冷
凍
す
る
新
技

術
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
素
材

に
磁
力
を
与
え
な
が
ら
凍
ら
せ
る

仕
組
み
で
、
中
心
部
が
マ
イ
ナ
ス

八
か
ら
マ
イ
ナ
ス
一
〇
度
に
な
っ

た
時
に
初
め
て
、
全
体
を
凍
ら
せ

る
の
で
、
通
常
の
冷
凍
の
よ
う
に

外
側
か
ら
徐
々
に
内
側
に
向
か
っ

て
凍
る
際
に
起
こ
る
水
分
子
の
集

合
・
膨
張
に
よ
る
細
胞
破
壊
が
な

く
、
鮮
度
や
風
味
を
長
期
間
維
持

で
き
、
解
凍
し
て
も
ド
リ
ッ
プ
が

出
ず
、
生
で
も
食
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、

細
胞
を
傷
つ
け
ず
に
冷
凍
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
医
療
の

移
植
技
術
の
分
野
で
も
応
用
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

　
市
内
で
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
経

営
す
る
武
富
社
長
は
、
対
馬
の
経

済
を
支
え
て
き
た
水
産
業
を
復
活

さ
せ
、
地
元
に
雇
用
の
場
の
確
保

す
る
た
め
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
冷
凍
技
術
に

注
目
、
豊
富
な
地
元
水
産
資
源
を

結
び
つ
け
、
付
加
価
値
の
高
い
商

品
づ
く
り
を
可
能
と
す
る
た
め
、

約
二
年
半
前
か
ら
取
り
組
み
を
始

め
、
昨
年
四
月
に
延
床
面
積
一
、二

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
株
式
会
社

つ
し
ま
Ｃ
Ａ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
を
完
成

さ
せ
た
。

　
建
設
工
事
費
六
億
四
千
万
円
の

財
源
内
訳
と
し
て
は
、
国
か
ら
の

補
助
金
が
二
分
の
一
、
県
・
市
の

補
助
は
な
く
、
残
り
は
借
入
金
で

あ
る
。
そ
の
他
の
補
助
対
象
外
経

費
が
約
一
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

一
時
間
に
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

一
日
（
八
時
間
稼
働
）
に
し
て
一
・

六
ト
ン
を
冷
凍
で
き
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
冷

凍
機
を
二
台
（
一
台
七
千
万
円
）

導
入
し
、
設
備
投
資
に
か
な
り
の

お
金
を
か
け
た
が
、
実
際
は
こ
の

半
分
く
ら
い
で
よ
か
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
当
初
は
、
対
馬
の
と
れ
た
て
の

魚
は
最
高
に
う
ま
い
の
で
、
自
信

を
持
っ
て
東
京
方
面
へ
出
荷
し
た

と
こ
ろ
、
都
会
で
は
当
た
り
前
の

活
け
締
め
で
血
抜
き
・
神
経
抜
き

が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
い
く

ら
い
い
魚
で
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
冷
凍
し
て

あ
っ
て
も
商
品
価
値
は
低
い
と
相

手
に
さ
れ
ず
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
締
め
方
、
血
抜
き
・
神

経
抜
き
を
勉
強
し
、
昨
年
七
月
頃

か
ら
本
格
的
に
つ
く
り
始
め
、
現

在
よ
う
や
く
商
品
が
動
き
出
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
最
低
で
も
四
億
円
以
上
を
売
り

上
げ
な
け
れ
ば
赤
字
に
な
る
の
で
、

企
業
体
と
し
て
継
続
し
て
い
く
の

は
難
し
い
が
、
今
後
は
、
直
接
販

売
で
き
る
よ
う
デ
パ
ー
ト
な
ど
の

優
良
な
販
売
先
を
早
く
見
つ
け
、

販
路
拡
大
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
。
　

　
現
在
鮮
魚
の
加
工
を
中
心
に
行

っ
て
い
て
、
ま
だ
、
地
元
産
野
菜

は
活
用
し
て
い
な
い
。

　
加
工
時
の
残
渣
の
利
活
用
処
理

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
実
施
し
て

い
な
い
が
、
研
究
者
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
実
証
実
験
を
重
ね
、
こ
れ

を
飼
料
・
肥
料
化
す
る
技
術
を
構

築
し
、
処
理
コ
ス
ト
の
低
減
と
事

業
の
第
二
の
柱
と
し
て
成
長
さ
せ

る
計
画
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ノ
コ

屑
を
使
う
と
魚
の
大
き
な
頭
で
も

き
れ
い
に
な
く
な
る
の
で
、
将
来
、

住
宅
廃
材
の
木
炭
と
ノ
コ
屑
を
混

ぜ
て
肥
料
に
す
る
こ
と
も
研
究
し

て
い
る
。

日
　
時
　
七
月
二
十
九
日

視
察
地
　
大
分
県
中
津
市

概
　
要

　
中
津
市
は
、
平
成
十
七
年
三
月

一
日
に
中
津
市
と
下
毛
郡
の
四
町

村
が
合
併
し
、
現
在
の
市
と
な
っ

た
。

　
大
分
県
北
部
の
中
核
都
市
で
あ

り
、
県
都
大
分
市
ま
で
は
八
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
北
九
州
市
へ
は
五

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
車
で
は
両
市

と
も
約
一
時
間
の
距
離
に
あ
る
。

　
面
積
は
四
九
一
・
一
七
裄
で
、

市
域
の
約
八
〇
％
は
山
林
原
野
が

占
め
、
山
国
川
下
流
の
平
野
部
に

ま
と
ま
っ
た
農
地
が
開
け
、
中
津

地
域
を
中
核
と
し
て
い
る
。
人
口

は
八
六
、
〇
八
四
人
（
平
成
二
十
三

年
六
月
末
現
在
）
で
あ
る

◎
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
中
津
市
で
は
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
中
山
間
地
域
の
シ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
・
サ
ル
の
有
害
鳥
獣
対
策
が

本
格
的
に
強
化
さ
れ
た
。
水
稲
、

野
菜
、
梨
、
栗
な
ど
が
毎
年
被
害

に
遭
い
、
そ
の
実
態
を
見
た
市
長

は
こ
れ
を
「
災
害
」
と
位
置
づ
け

を
し
た
。

　
被
害
防
止
対
策
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
、
電
気
柵
、
ト

タ
ン
柵
、
鉄
線
柵
、
鹿
ネ
ッ
ト
と

い
っ
た
「
個
別
」
で
取
り
組
む
防

行
政
視
察
報
告

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。



⑳

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
二
ヶ
月
と

な
り
、
爽
や
か
な
季
節
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

　
秋
は
、
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
本
市
に

お
い
て
も
各
地
で
色
々
な
催
し
も

の
が
、
開
催
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
九
月
議
会
も
十
名
の
議

員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
市
政
の

課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二

十
二
年
度
の
決
算
認
定
議
案
が
上

程
さ
れ
、
閉
会
後
も
予
算
決
算
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
継
続
審
査

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
市
民
福
祉
の
向

上
や
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

山
　
戸
　
　
　
寛

蘢

今
　
城
　
誠
　
司

蘢

浦
　
尻
　
和
　
伸

蘢

寺
　
田
　
公
　
一

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

護
柵
設
置
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
・

県
が
三
分
の
二
の
補
助
を
し
、
地

元
が
三
分
の
一
負
担
を
し
て
い
る
。

県
補
助
に
の
ら
な
い
場
合
に
は
、

市
が
三
分
の
二
の
補
助
を
し
て
い

る
。

　
そ
し
て
、「
集
落
ぐ
る
み
」
で
取

り
組
む
防
護
柵
設
置
事
業
に
つ
い

て
は
、
国
が
五
五
％
、
市
が
三
三
％
、

地
元
が
一
二
％
負
担
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
集
落
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
全
戸
で
協
議
を
行
い
、
ま
と

ま
っ
た
集
落
・
地
区
か
ら
対
策
に

乗
り
出
し
、
地
元
説
明
会
や
設
置

場
所
の
点
検
な
ど
は
、
県
か
ら
説

明
、
指
導
の
も
と
に
実
施
し
て
い

る
。
地
元
の
人
々
に
仕
事
が
で
き

て
、
地
元
の
負
担
金
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
配
慮
し
、
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
の
国
の
鳥
獣
害
防
止
総

合
対
策
事
業
と
し
て
、
市
が
地
元

住
民
に
設
置
工
事
を
さ
せ
、
そ
の

対
価
を
支
払
っ
て
、
そ
れ
を
地
元
の

負
担
金
と
す
れ
ば
、
実
質
プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
る
。
市

側
に
と
っ
て
は
、
コ
ス
ト
削
減
に

な
り
、
ま
た
、
住
民
側
に
と
っ
て
は
、

防
護
柵
設
置
工
事
完
了
時
の
達
成

感
は
何
も
の
に
も
か
え
ら
れ
な
い

も
の
と
な
り
、
そ
の
後
の
防
護
柵

の
維
持
管
理
に
お
い
て
も
、
自
分

た
ち
が
施
工
し
た
こ
と
で
愛
着
が

湧
き
、
き
ち
ん
と
見
回
り
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
う
の
で
、
一
石
二

鳥
に
も
三
鳥
に
も
な
る
。
ま
さ
に

「
防
護
柵
の
輪
を
造
っ
て
、
和
が
で

き
る
」
と
も
い
う
べ
き
結
果
と
な

っ
た
。

　
ま
た
、
被
害
防
止
の
効
果
は
、

た
だ
柵
を
設
置
し
た
だ
け
で
は
七

割
の
効
果
し
か
得
ら
れ
な
い
が
、

あ
と
三
割
は
、
地
元
住
民
の
日
々

の
維
持
管
理
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

真
の
防
止
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
捕
獲
報
償
金
に
つ
い
て
は
、
有

害
鳥
獣
の
種
類
ご
と
に
、
イ
ノ
シ

シ
は
一
頭
六
、〇
〇
〇
円
、
シ
カ
は

一
頭
一
〇
、〇
〇
〇
円
、
サ
ル
は
一

匹
三
〇
、〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、

狩
猟
期
間
中
の
捕
獲
に
対
し
て
も
、

市
単
で
報
償
金
を
支
給
し
、
従
来

の
猟
期
外
だ
け
で
な
く
、
通
年
支

給
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
捕

獲
数
は
前
年
比
三
倍
か
ら
五
倍
程

度
増
加
し
て
い
る
。

　
食
肉
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
度
に
、
獣
肉
の
ウ

イ
ン
ナ
ー
、
ハ
ン
バ
ー
グ
の
試
作

開
発
を
行
い
、
平
成
二
十
二
年
度

に
は
、
学
校
給
食
に
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
肉
を
使
っ
た
料
理
を
一
回
提

供
し
、
平
成
二
十
三
年
度
に
は
二
・

三
学
期
に
各
一
回
ず
つ
実
施
予
定

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
飲
食
店
組

合
と
の
試
食
会
等
も
予
定
し
て
い

る
が
、
今
現
在
は
、
ま
だ
試
行
錯

誤
の
段
階
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
平
成

二
十
二
年
度
に
は
、
中
津
市
の
雇

用
対
策
事
業
に
よ
り
、
捕
獲
し
た

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
獣
肉
加
工
処

理
場
と
し
て
「
耶
馬
渓
食
肉
工
房

猪
鹿
（
ち
ょ
ろ
く
）」
を
一
、一
〇
〇

万
円
で
建
設
し
、
猟
友
会
と
の
安

定
供
給
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
販

路
拡
大
や
流
通
促
進
を
図
る
べ
く
、

同
年
七
月
よ
り
営
業
を
開
始
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
本
年
四
月
に
発

生
し
た
生
肉
の
食
中
毒
問
題
の
影

響
、
ま
た
、
牛
・
豚
肉
と
比
べ
て

割
高
と
な
っ
て
い
る
点
、
獣
肉
に

対
す
る
一
般
の
方
々
の
意
識
が
ネ

ッ
ク
と
な
っ
て
、
な
か
な
か
順
調

に
は
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
被
害
金
額
は
年
々
減
少
こ
そ
す

れ
、
深
刻
な
状
況
は
続
い
て
お
り
、

有
害
鳥
獣
は
防
護
柵
設
置
す
る
と
、

そ
の
設
置
地
域
外
へ
と
移
動
し
て

い
く
の
で
、
有
害
鳥
獣
を
寄
せ
付

け
な
い
環
境
づ
く
り
と
防
護
柵
の

増
設
を
進
め
る
と
同
時
に
個
体
数

を
減
ら
す
措
置
（
銃
器
・
ワ
ナ
に

よ
る
捕
獲
）
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
食
肉
の
利
活
用
に
つ

い
て
も
、
安
定
的
な
供
給
や
流
通
・

販
路
の
確
保
、
食
肉
加
工
の
コ
ス

ト
高
の
問
題
等
の
解
消
す
べ
き
課

題
が
あ
る
。

●議会を傍聴しませんか…
　本議会の傍聴は、どなたでもできます。
　次の定例会は１２月上旬の予定です。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせ
ください。（蕁６３－２９０７）
　なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前に議会
事務局までお申し出下さい。

〜
編
集
後
記
〜
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住警器消太

取
り
付
け
よ
う
！

火
災
警
報
器
！！

や
な
せ
た
か
し

ト
ラ
フ
博
士

みんなで備えましょう。

県
政
を

託
す
一
票

私
が
決
め
る

秋
の
火
災
予
防
運
動

　　
１１
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
１

週
間
に
わ

た
り
、
秋

の
火
災
予

防
運
動
が

全
国
一
斉

に
実
施
さ

れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
今
年
６
月
に
実
施
し
た
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
回
答
率
３８
％
、
普
及
率

が
４５
％
と
な
っ
て
お
り
、
ま
だ
多

く
の
方
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

家
族
や
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に

も
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方

は
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
設
置
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
も
し
警
報
音
が
鳴
っ
た
ら
、
火

災
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
、
火
災

の
場
合
は
速
や
か
に
１
１
９
番
通

報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
警
報
音
と
は
違
っ
た
音

声
や
音
が
鳴
っ
た
場
合
、
電
池
切

れ
や
、
機
器
の
不
具
合
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
原
因
や
処
置
に
つ

い
て
は
、
取
扱
説
明
書
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
わ
か
ら

な
い
時
に

は
、
購
入

先
の
販
売

店
に
問
い

合
わ
せ
を

し
て
く
だ

さ
い
。

取
り
付
け
ま
し
た
か
？

　
　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
今
年
の

６
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
住
宅
に
『
住

宅
用
火
災
警
報
器
』
の
設
置
が
義

務
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
置
場

所
は
寝
室
と
、
２
階
に
寝
室
の
あ

る
場
合
は
２
階
の
階
段
部
分
に
も

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

宿毛市長選挙
藺告　　示　　日　１１月２０日（日）
藺不在者投票及び　１１月２１日（月）
　期日前投票期間　　～１１月２６日（土）
藺投　　票　　日　１１月２７日（日）

高知県知事選挙
藺告　　示　　日　１１月１０日（木）
藺不在者投票及び　１１月１１日（金）
　期日前投票期間　　～１１月２６日（土）
藺投　　票　　日　１１月２７日（日）

※不在者投票及び期日前投票の場所と投
票時間（両選挙共通）

藺場　　　　　所　市役所選挙管理委員会
藺投　票　時　間　８時３０分～２０時

投票日の投票所および時間につきましては、そ
れぞれの告示日前に届く投票所入場券をご確認
ください。

【問い合わせ先】
　宿毛市選挙管理委員会
　蕁６３－１１１１
　（内線２２５）

【申し込み・問い合わせ先】
　総務課危機管理係
　蕁６３－０９４８

耐震診断を
　　　してみませんか？
・耐震診断とは、建物が地震に対して安全かど
うか調査し、判定することをいいます。昭和
５６年５月３１日以前に建築された２階建て以
下の住宅が対象となります。個人負担金は
３，０００円です。

・診断方法は、診断士が住宅を訪問し、間取り
の確認・床下や天井裏の点検口から、内部を
直接見て調べます。壁を壊したり、天井をめ
くるような調査は行いません。

・今年度より、非木造住宅（鉄骨造等）の耐震
診断に対して、補助事業（１戸あたり上限
３０，０００円）を実施します。

・耐震診断実施後、診断基準をみたす耐震改修
を行った場合に適用できる補助制度や優遇措
置があります。

詳しいことを知りたい方や耐震診断を希望され
る方は、下記までお問い合わせください。

・募集戸数には限りがあります。

11月27日（日）は
　市長選挙と知事選挙の投票日です

消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度



澤

平成24年分「扶養親族等申告書」が送付される方

６５歳未満
６５歳以上

年 金 額 が１０８万 円 以 上
年 金 額 が１５８万 円 以 上

年 齢

１１
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
公
的
年

金
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
、
毎
年

１１
月
を

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
し
て
位
置
づ

け
、各
種
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
幡
多
年
金
事
務
所
で
は
、
今
年

度
の
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
に
伴
う
収

納
対
策
の
一
環
と
し
て
、
未
納
者
に

対
し
て『
納
付
相
談
会（
集
合
徴
収
）』

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は

１１
月
上
旬
に
案
内

状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
案
内
状
、

年
金
手
帳
、
認
め
印
、
代
理
の
場

合
は
委
任
状
（
家
族
で
あ
っ
て
も

必
要
で
す
）
と
代
理
人
の
本
人
確

認
で
き
る
物
（
免
許
証
等
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月

１８
日

（金）

　
１０
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
市
役
所
屋
上
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所
得税の課税対象とされています。（障害年金・遺族年金
は課税されません。）
　課税対象となる受給者の方には、毎年１１月上旬まで
に日本年金機構から扶養親族等申告書が送付されますので、
１２月１日の提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所
得税の源泉徴収税額が決まります。もし提出を忘れると
各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くな
る場合がありますのでご注意ください。
　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

※年金額が１０８万円（６５歳以上の方は１５８万円 ）未満
の方には送られません。

年金受給者のみなさんへ
　『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
 

時

　
１１
月

１５
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所

　
宿
毛
市
役
所

受
　
付

　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間

　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

と
代
理
人
の
本
人
確
認
で
き

る
物
（
免
許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発
行

さ
れ
ま
す
〜
年
末
調
整
・
確
定

申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
〜

○
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
（
そ
の
年
の
１

月
１
日
か
ら

１２
月

３１
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
が
該
当
し
ま

す
。）

○
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

平
成

２３
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年

１０

月
下
旬
か
ら

１１
月
上
旬
ま
で
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又

は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、

１０
月
１
日
か

ら
１２
月

３１
日
ま
で
の
間
に
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
へ
の
送
付
は
、

１
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ

れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
証
明
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務

所
（
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１

６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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バスケットボール女子日本リーグの
試合が宿毛市で開催されます！！

　１１月１２日（ 土 ）、１３日（日）の２日間、宿毛市
総合運動公園市民体育館にて、バスケットボール
女子日本リーグの試合が行われます。同リーグ及
び全日本総合バスケットボール選手権３連覇中の
ＪＸサンフラワーズと、新規参入した新潟アルビ
レックスＢＢラビッツの対戦です。県内でのリー
グ戦の開催は、高知市以外では初めてのことです。
　皆さん、ぜひ試合観戦にお越しください。

日　時：１１月１２日（土）　１７時～
　　　　１１月１３日（日）　１２時～

場　所：宿毛市総合運動公園市民体育館

入場料（１日券）
　　　：全席共通３，０００円（大人～小学生）

※学生特別割引券（２階席のみ）は、中学生・
高校生が１，０００円、小学生が５００円です。

【問い合わせ先】　Ｗリーグ高知大会事務局
　　　　　　　　蕁０８８－８５６－０５３９

「
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
3
題
」

　
１
点
目
は
、
当
市
の
産
業
振
興

計
画
の
１
つ
「
直
七
」
の
生
産
と
商

品
加
工
に
つ
い
て
、
日
本
記
念
日

協
会
が

１０
月
７
日
を
直
七
の
日
と

認
定
し
て
く
れ
ま
し
た
。
宿
毛
市

の
特
産
物
を
し
て
記
念
日
に
認
定

さ
れ
る
こ
と
は
今
ま
で
に
な
か
っ

た
こ
と
で
、
こ
れ
を
更
な
る
バ
ネ

に
し
て
特
産
品
生
産
・
加
工
・
販

売
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

　
２
点
目
に
は
「
第
４
回
宿
毛
花

へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
２
」
の

ゲ
ス
ト
と
し
て
世
界
に
聞
こ
え
た

ア
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
で
当
市
民
栄
誉

賞
を
受
賞
の
間
寛
平
さ
ん
の
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
大
会
に
本

市
出
身
の
寛
平
さ
ん
が
出
場
し
て

く
れ
る
こ
と
で
楽
し
い
大
会
に
盛

り
上
が
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
笑

顔
で
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
３
点
目
は
冒
険
の
話
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
新
聞
に
も
出

て
い
ま
し
た
が
、

１０
月

１６
日
当
市
咸

陽
島
公
園
を
起
終
点
と
し
て
、
海

か
ら
四
国
を
問
い
直
す
た
め
高
知

大
学
や
柏
島
の
黒
潮
実
感
セ
ン
タ

ー
の
方
々
が
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
３

年
か
け
て
四
国
を
一
周
す
る
「
海

遍
路
」
に
出
発
し
ま
し
た
。
１
年

目
は
宿
毛
か
ら
東
洋
町
へ
、
２
年

目
は
徳
島
・
香
川
の
沿
海
を
進
み
、

３
年
目
は
愛
媛
か
ら
宿
毛
に
帰
着

す
る
予
定
で
す
。
毎
年
約
１
カ
月

余
り
の
行
程
で
す
が
、
海
・
水
平

線
の
目
線
か
ら
陸
地
を
見
て
、
漁

港
、
漁
村
に
寄
り
地
元
の
方
々
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
４
県
の
海

岸
線
を
巡
る
と
い
う
計
画
で
す
。

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
の
航
海
は
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
成
功
を
祈
り
、

そ
の
学
術
成
果
に
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

「
宿
毛
ま
つ
り
花
火
が
日
本
ラ
ン
キ

ン
グ
7
位
に
！
」

　
今
年
の
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
も

終
了
。
ま
つ
り
の
実
行
委
員
の
皆

様
に
は
事
前
準
備
や
実
施
、
後
片

付
け
に
毎
年
大
変
な
ご
苦
労
を
か

け
て
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
秋
の
祭
礼
は
市
街
地

ば
か
り
で
な
く
地
域
地
域
で
も
行

わ
れ
、
こ
の
市
民
祭
と
同
じ
日
で

開
催
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
日
付
を
ず
ら
し
て

市
民
祭
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
っ
た
地
区
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
祭
り
の
圧
巻
は
花
火
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
度
花
火
の
ネ
ッ
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
で
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り

２
０
１
１
の
花
火
が
、
東
京
隅
田
川

の
大
会
（
９
位
）
な
ど
を
差
し
置
い

て
、
全
国
各
地
の
花
火
人
気
で
堂
々

第
７
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
（

１０
月

１１
日
現
在
）
。
こ
れ
は
発
数

で
は
な
く
、
心
に
響
く
打
ち
上
げ

方
等
が
多
分
に
評
価
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
、
花
火
師
の
皆
様
、
実

行
委
員
会
の
方
々
に
重
ね
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
秋
の

夜
長
花
火
の
終
了
後
の
宿
毛
の
経

済
を
考
え
て
み
た
場
合
、
チ
ョ
ッ

ト
食
事
を
、
飲
食
を
、
と
い
っ
た

こ
と
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
と

の
思
い
も
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
種
々

の
行
事
に
は
反
省
も
含
め
て
次
の

成
功
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
美
術
展
覧
会
」
　

　
出
展
作
品
は
少
し
減
っ
て
い
る

が
、
書
道
は
伸
び
て
い
る
と
の
こ
と
。

今
回
も
大
変
優
秀
な
作
品
ぞ
ろ
い

で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
１
つ
良
か

っ
た
こ
と
は
、
工
芸
作
品
が
前
回

ま
で
２
階
の
１
室
で
展
示
し
て
い

た
も
の
が
、
今
回
は
他
の
洋
画
、書

道
、
日
本
画
、
写
真
と
同
じ
フ
ロ
ア

ー
に
展
示
で
き
た
こ
と
で
し
た
。

次
に
向
か
っ
て
の
反
省
は
、
こ
れ
だ

け
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
、
も
っ

と
多
く
の
市
民
に
見
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
広
報
ば
か
り

で
な
く
、
特
に
多
感
な
情
緒
を
有

す
る
小
中
高
生
に
、
学
校
単
位
や
学

年
単
位
あ
る
い
は
美
術
の
授
業
と

し
て
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
次
回
は
早
い
段
階
か
ら

学
校
行
事
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

　
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
で
世
界
に
認
定
は
す
ご
い
こ
と

と
思
い
、
室
戸
市
民
の
思
い
が
叶

っ
た
こ
と
を
お
慶
び
し
た
い
と
同

時
に
、
こ
れ
を
ど
う
活
か
す
か
、
観

光
客
と
り
わ
け
外
国
の
方
々
を
ど

う
迎
え
る
か
大
き
な
課
題
も
あ
り

そ
う
で
す
が
、
県
全
体
で
取
り
組

む
姿
勢
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
室

戸
頑
張
れ
！

「
公
共
の
考
え
方
」

　
市
の
公
共
工
事
に
お
い
て
地
元

負
担
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
、
国
・

県
の
工
事
に
お
い
て
も
市
負
担
金

を
と
ら
れ
ま
す
。
公
共
と
い
っ
て

も
利
益
を
受
け
る
者
は
負
担
を
し

ろ
と
い
う
考
え
の
下
で
の
負
担
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
考
え
を
改
め

て
、
公
共
の
も
の
は
特
定
の
場
所

で
あ
っ
て
も
皆
で
（
公
共
で
）
負
担

す
る
と
い
う
考
え
に
立
つ
べ
き
と

思
い
、
市
工
事
で
は
地
元
負
担
金

を
徴
収
し
な
い
、
ま
た
、
国
・
県

工
事
で
も
市
負
担
金
は
と
ら
な
い

制
度
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
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納
期
限

（水）
固 定 資 産 税 4期

国民健康保険税 5期

介 護 保 険 料 5期

後期高齢者医療保険料 5期

11
30

高知けいば 5、6、12、13、18、19、26、2711月

2、3、9、10、17、18、24、2512月

市 役 所 税 務 課
〃
〃

17：15～19：00
〃
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
10（木）
17（木）
24（木）

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問 い 合 わ せ 先
3（木・祝）
4（金）

5（土）

6（日）

7（月）
9（水）

10（木）

12（土）

13（日）

14（月）

15（火）

16（水）

17（木）

18（金）

19（土）

20（日）

23（水・祝）
24（木）

27（日）

30（水）

第23回 幡多地区小学生陸上競技大会
宿毛市民生児童委員協議会親睦レクリエーション
幡多地区中学校女子バレーボール新人大会
平成23年度 松竹花形歌舞伎宿毛公演
宿毛市小中学校ＰＴＡ連合親睦球技大会

咸陽島周遊ウォーキング

宿毛市市政功労者・善行者表彰式
宿毛市戦没者追悼式
夜間市税納付窓口開設日
第36回 幡多地区畜産総合共進会
ストーリーテリング講座
　講師：森尾靖子さん（高知おはなしの会）

寒蘭の里 とさ宿毛展示大会（～13日）

ＷＪＢＬ バスケットボール女子日本リーグ

宿毛市クリーンデー

漁港・海岸清掃活動

宿毛川柳大会
第16回 蛍湖まつり
第39回 宿毛市芸術祭
第34回 西日本2部 幡多予選（軟式野球）
ふれあい保育（体験入園）
出張年金相談

行政相談「定例相談日」

糖尿病予防教室
モラロジー生涯学習セミナー（～17日）
育児相談
ふれあい保育（体験入園）
アラスカ・フォトライブ
通学路安全の日
夜間市税納付窓口開設日
あいさつ・声かけ運動日
年金納付相談会
第2回 宿毛の歴史講座
　散策「宿毛総曲輪を歩く」
高知くろしおサッカー大会 in 宿毛（～20日）
新港産直市
宿毛市体育協会 バドミントン大会
すくも俳句大会
第44回 一条杯・宮中杯卓球大会
夜間市税納付窓口開設日

宿毛市長・高知県知事選挙投票日

第29回 高知県ミニバスケットボール冬季大会
橋上子ども和太鼓クラブ「演奏会2011」
高知県西部地区グラウンド・ゴルフ秋季大会

総合運動公園　蕁66－1467
総合運動公園　蕁66－1467
総合運動公園　蕁66－1467
生涯学習課　蕁63－3394
総合運動公園　蕁66－1467

和田体育館　蕁63－5554

企　画　課　蕁63－1118
福祉事務所　蕁63－1114
税　務　課　蕁63－1115
産業振興課　蕁63－1117

坂本図書館　蕁63－2654

商工観光課　蕁63－1119

総合運動公園　蕁66－1467

環　境　課　蕁63－1697
海に生きる部会事務局 蕁65－8325
すくも湾漁業協同組合 蕁62－1131
宿毛川柳会長（小島） 蕁66－1046

生涯学習課　蕁63－3394
総合運動公園　蕁66－1467
各 保 育 園
市　民　課　蕁63－1112
松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 治　蕁67－1778
市　民　課　蕁63－1112
宿毛モラロジー事務所 蕁63－1038

宿毛幼稚園　蕁63－2914

生涯学習課　蕁63－3394
総　務　課　蕁63－1111
税　務　課　蕁63－1115
青少年育成センター 蕁63－4197

宿毛歴史館　蕁63－5496

総合運動公園　蕁66－1467
産業振興課　蕁63－1117
総合運動公園　蕁66－1467
篠 田　蕁63－3001
総合運動公園　蕁66－1467
税　務　課　蕁63－1115
宿毛市選挙管理委員会

蕁63－1111（内線225）
総合運動公園　蕁66－1467
土 田 章 雄　蕁63－5738
総合運動公園　蕁66－1467

宿毛市総合運動公園
高砂グラウンド
宿毛市総合運動公園
宿毛市総合社会福祉センター
宿毛市総合運動公園 ほか

高砂（宿毛クリーンセ
ンター）～咸陽島公園
市役所委員会室
宿毛文教センター
市役所 税務課
パルス宿毛
宿毛文教センター
（視聴覚室）

和田体育館

宿毛市総合運動公園

市内全域

宿毛文教センター
中筋川ダム
宿毛市総合社会福祉センター
宿毛市野球場
市内 各保育園
市役所（市民課で受付）
宿毛文教センター
小筑紫基幹集落センター
宿毛文教センター 多目的ホール
ＪＡ高知はた宿毛支所

宿毛幼稚園

宿毛文教センター 多目的ホール
市内全域
市役所 税務課
市内全域
市役所 屋上会議室

宿毛文教センター（集合）

宿毛市総合運動公園
すくも84マリンターミナル
宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター
宿毛市総合運動公園
市役所 税務課

各投票所

宿毛市総合運動公園
宿毛市総合社会福祉センター
宿毛市総合運動公園

9:00
9:30
8:30

13:00
9:00
9：30

（集合）
15:00
10:30
17:15
10:00

13:00

13：00
8:00

17：30
12:00

8:00

9:00
10:00
12:30

8:00
9:30

10:00

13:00

19:00
19:30

9:00
10:00
19:00

17:15

10:00

13:30

10:00
9:00
8:45

10:00
9:00

17:15

7:00

9:30
13:30

8:30

咸陽島公園
宿毛市野球場（駐車場）
新港（公園）

12日

13日

12日

13日

蛍湖まつり実行委員会事務局
蕁66-2501

日本年金機構幡多年金事務所
蕁0880-34-1616

平成23年　11月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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有料広告

職 員 募 集 の ご 案 内

☆応募資格
保健師・看護師の資格をお持ちの方（資格取得見込みの方）

〈問い合わせ〉大井田病院　ＴＥＬ（０８８０）６３－２１０１　経営企画　人事担当まで

☆新卒看護師・中途看護師募集します。
大井田病院では一人の患者さまを助け、共に患者さまと向き合う職
員を募集します。地元で働きたい方、育児等が落ち着き職場復帰し
たい方、来年看護学校を卒業される方など、応募をお待ちしており
ます。いっしょに元気な職場作りと地域医療に貢献しませんか。

広告掲載内容
　　１ページ
２／３ページ
１／２ページ
１／３ページ
１／４ページ

掲 載 金 額
９０，０００円

６０，０００円

４０，０００円

２０，０００円

１０，０００円

（白黒）

【申し込み・問い合わせ先】
　宿毛花へんろマラソン実行委員会事務局
　蕁６６－１４６７

こころの健康フォーラム2011
日　時　１２月１日（木）　１０時 ～１５時３０分
　　　　（受付９時３０分～）

場　所　四万十市立中央公民館２階大ホール
　　　　（四万十市右山五月町８－２２）　

【問い合わせ先】
　西南地域精神障害者家族会連合会事務局
　幡多福祉保健所健康障害課
　蕁０８８０－３４－５１２４

参加費　無料

内　容　生バンド（南十字星）歌謡ステージ、
マジック（ダイス）、寸劇（劇団ネット
ワーク）、昼食（幡多地域の作業所販
売）、体験コーナー（こころの健康相談、
障害体験、健康チェック等）、合唱団む
ぎコーラス、講演『震災とこころのケ
ア』（講師　高知県立精神保健福祉セ
ンター所長山崎正雄先生）、笑いと健康
トークショー（間六口氏）

宿毛市　国保ヘルスアップ事業
糖尿病等重症化予防プログラム

保健師・看護師による支援プログラムのご案内

国民健康保険に加入され、糖尿病や糖尿病性腎
症などの治療をされている方を対象に、重症化
予防や合併症予防を目指して開催する支援プロ
グラムです。対象となった方には、個別にご案
内を送らせていただきます。参加費は無料です。
ぜひご参加ください。

【問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３
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≪食生活編≫　　
①いろいろな食品からカルシウムをとりましょう。
カルシウムをとっても体内に３分の１から４分の１
程度しか吸収されず、尿や便、汗から１日平均２００褂
が排泄されてしまうので、毎日推奨量の６００褂以上
をとらないと、収支のバランスがくずれてしまいます。
カルシウムが多いのは牛乳やチーズなどの乳製品で
すが、小魚や納豆、豆腐などの豆製品や緑黄色野菜
にも豊富に含まれているので、いろいろな食品をと
りましょう。

②ビタミンＤ・ビタミンＫを一緒にとりましょう。
ビタミンＤは腸管でカルシウムをとり込むのを助け、
その吸収率を約２０倍も高め、骨にカルシウムを沈着
させる働きがあります。
○ビタミンＤが含まれる食品例：干し椎茸・鮭・サバ・
シラス等
ビタミンＫは、骨からカルシウムが溶け出すのを防ぎ、
骨形成を助ける働きをするので、カルシウムと一緒
にとると良いです。
○ビタミンＫが含まれる食品例：納豆・ワカメ・春菊・
小松菜・ひじき等

≪運動編≫
骨粗しょう症の予防には運動が必須です。
体に取り込んだカルシウムは、体を動かして骨に負
荷をかけることで沈着していきます。散歩や体操など、
自分に合った運動を続けましょう。

≪生活習慣編≫
喫煙とアルコール
たばこを吸うと胃腸でのカルシウム吸収が悪くなり、
また、アルコールは飲みすぎにより、腸管内でカル
シウムの吸収を抑え、さらに利尿作用により水分と
一緒にカルシウムを排泄してしまい、カルシウム不
足を招きます。

≪作り方≫
①厚揚げは両面に熱湯をかけて油抜きし、１袍の厚
さに切る。②豚肉はひとくち大、小松菜は４袍の長さ、
人参は短冊切り、小ネギは小口切りにする。③フラ
イパンを熱し、油を入れ、②の小ネギ以外とじゃこ
を炒め、①を加えてさらに炒める。Ａで調味し、溶
き卵をまわし入れ、大きく３～４回混ぜて火を止める。
④器に盛り付け、削り節と小ネギを散らす。

まずは、「健康タウン宿毛」を検索してみてください！
URL ht tp: / /sukumo.kenko-town.ne. jp/

今回は、骨粗しょう症予防のポイントを紹介します。

宿毛市内高齢者施設等を
閲覧できるようになりました！

宿毛市の健康・医療・介護に関する情報を閲覧できます！

今日からさっそく介護予防　～骨粗しょう症予防～　パート２

【問い合わせ先】　保健介護課予防係
　　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

【問い合わせ先】　保健介護課予防係
　　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

ちりめんじゃこ
小松菜
厚揚げ
豚バラ薄切り肉
人参
小ネギ
卵　
削り節
　醤油
　塩
　コショウ
サラダ油

大さじ１
２００ｇ
１／２枚
５０ｇ
１／４本
２ｇ
１個　
１／２袋
小さじ１
ひとつまみ
少々
大さじ１

厚揚げと小松菜のじゃこ炒め

材料（2人分）

栄養価（１人分）
エネルギー　２５７k c a l
たんぱく質　１３g
カルシウム　２２５褂

「健康タウン宿毛」では、健康に関する情報の閲覧の他、宿毛市内の病院情報、薬の情報の検索、マイページ
を登録すると、体重・血圧・腹囲・体脂肪率・ＢＭ
Ｉなどの管理ができます。
ぜひご活用ください。

～栄養士考案！骨粗しょう症予防のための
　　　　　　　　　　　　　　　簡単料理の紹介～

A
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クーポン配付対象者
対象年齢

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

生　　年　　月　　日

昭和45年4月2日～昭和46年4月1日

昭和40年4月2日～昭和41年4月1日

昭和35年4月2日～昭和36年4月1日

昭和30年4月2日～昭和31年4月1日

昭和25年4月2日～昭和26年4月1日

【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課保健衛生係　蕁６３－１１１３

大腸がん検診無料クーポン券を送付します！
働く世代の皆さんへ

　平成２１年度より実施している『がん検診推進事業』
の一環で、今年度から対象年齢の方に大腸がん検診「無
料クーポン券」「検診手帳」を、１０月中旬以降に
送付します。働き盛りの４０歳から急増する大腸が
んの検診を無料で受けていただき、検診の大切さを
認識し、受診の促進と早期発見に役立てていただく
ものです。
　自分の体を守れるのは自分だけです。検診を受け
たことのない方や、検診から遠ざかっている方も、
ぜひこの機会に検診を受けてみましょう。
　右記に該当する方が、今年度のクーポン配布対象
者です。１１月下旬になってもお手元にクーポンが

送付されない方は、保健介護課までお問い合わせく
ださい。

12月 の 保 健 衛 生 事 業 【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

19（月） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

21（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［子宮頸がん検診］

1（木）
10：00～11：00
14：00～15：00

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
幡 多 健 診 セ ン タ ー

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

6（火）
13（火）
15（木）
22（木）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 集 合 時 間日

［大腸がん検診］

5（月）

6（火）

1 0：00
1 4：00
1 0：00
1 4：00

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

母子保健

成人保健

犬の引取り ●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

各種健診はどこの健診会場でも受けることができます。
●平成23年度実施の健康診査等の申し込みをされていない方
は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

●特定健康診査については、医療保険者発行の受診券と保険
証が必要です。持参してないと健診が受けられませんので
ご注意ください。 場 　 所 実 施 時 間日

2（金）

7（水）

9（金）
19（月）

22（木）

19：30～11：00
18：30～11：00
19：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
10：00～11：30
18：30～11：00
10：00～12：30
12：00～14：30

神 有 多 目 的 集 会 所
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宇 須 々 木 公 民 館
山 北 集 会 所
小 筑 紫 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
沖の島開発総合センター

［健康相談］

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

場 　 所 受 付 時 間日

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］

12（月）
人数制限があるため予約
制です。受診票指定の時
間にお越しください。

宿 毛 文 教 セ ン タ ー



●宿毛市ホームページ〈アドレス〉http://www.city.sukumo.kochi.jp/ 〈電子メール〉e-mail:kikaku@city.sukumo.kochi.jp
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催
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宿毛湾だるま夕日部門
「夕景」武田 政志

咸陽島公園 平田近隣公園

西谷街区公園 春長街区公園 西町近隣公園

宿毛の四季部門
「真夜中の灯」田中 重徳

豊 雪

第１２回
「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕
日
」
お
よ
び

「
宿
毛
の
四
季
」フ
ォ
ト
コ
ン
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